2016年6月22日～23日
野党共闘、「感情温度」は共産の片思い　朝日・東大調査
朝日新聞デジタル関根慎一、冨名腰隆2016年6月22日10時39分

自公間、民共間の好感度
■朝日・東大谷口研究室共同調査
　参院選で共闘する民進、共産両党の関係は、共産の片思い――。朝日・東大調査で、立候補予定者に各政党に対する感情温度（好感度）を尋ねたところ、こんな姿が浮かび上がった。野党共闘の核となる両党だが、相思相愛とまではいかないようだ。
　質問では「強い反感」を示す０度から「強い好感」を示す１００度までの感情温度で答えてもらい、政党ごとに平均温度を計算した。
　共産党候補の民進への感情温度は７４度となり、好感がはっきり出た。対する民進党候補の共産への温度は４６度で、反感と好感のほぼ真ん中に位置する。
参院選争点　自公「アベノミクス加速を」 共闘野党「改憲勢力２／３阻止」

東京新聞2016年6月23日 朝刊

 　第二十四回参院選が二十二日公示され、七月十日の投開票日に向けて十八日間の選挙戦が始まった。くらし・アベノミクス、安保法制、原発、憲法が主な争点。各党首の第一声で自民、公明の与党はアベノミクス継続、加速を訴えたのに対し、民進、共産、社民、生活の野党四党は、与党と改憲に積極的な野党二党が改憲発議に必要な三分の二（百六十二議席）を得るのを阻止すると訴え、論戦の構図が鮮明になった。選挙戦で与党は改選過半数（六十一議席）獲得を目標に掲げるが、自民が五十七議席に届き、二十七年ぶりに単独過半数を占めるかも焦点。野党四党は三十二ある一人区全てで候補を一本化して対抗する。

　自民党総裁の安倍晋三首相は熊本市で参院選について「最大のテーマは経済政策だ」と表明。アベノミクスは「道半ば」としながらも、雇用者数や有効求人倍率の改善などを挙げ「今の政策を力強く前に進めていく」と訴えた。改憲には触れなかった。

　公明党の山口那津男代表も埼玉・ＪＲ大宮駅前で「経済の再生、デフレ脱却の結果を出してきた」とアベノミクス継続を主張。「成長と分配の好ましい循環をつくりだす」と述べた。

　これに対し、民進党の岡田克也代表は山梨・ＪＲ甲府駅前で改憲に触れ「（改憲勢力が目指す）三分の二を許さない。許せば、必ず九条を変えてくる」と強調。安倍政権下での改憲阻止を、参院選で前面に掲げる姿勢を示した。

　共産党の志位和夫委員長は東京・ＪＲ新宿駅前で、改憲を巡り「自民党への一票は九条を壊す一票になってしまう」と訴えた。

　社民党の吉田忠智党首はＪＲ新宿駅前で「参院選は、憲法を守らない、国民の命や暮らしを顧みない安倍政治の暴走を止める選挙だ」と強調。生活の党の小沢一郎共同代表は岩手県二戸市で「憲法は相手から攻撃されたときの反撃しか認めていない」として、集団的自衛権行使を認めた安保法制が憲法違反と指摘した。

　おおさか維新の会の松井一郎代表は大阪・難波で、国が行財政改革を徹底すれば「増税は必要ない」と主張。日本のこころを大切にする党の中山恭子代表は拉致問題の進展、新党改革の荒井広幸代表は脱原発を訴えた。地域政党「減税日本」の河村たかし代表は質素な政治の実現を訴えた。

	[image: image2.jpg]&
2
L
kY
e
&
i
H
B

[y

F
1
i

ftuicall

HHK

(0
il

L]
(27
=

i)
H

O

[y

(NN}

e

RASEIE FOSE






焦点、経済から憲法へ＝「３分の２」めぐり対決－来月１０日投開票【１６参院選】


参院選が公示され、街頭演説に集まった大勢の有権者＝２２日午後、福島県須賀川市
　第２４回参院選が２２日公示された。前哨戦で安倍晋三首相の経済政策「アベノミクス」の是非に集中した論戦の焦点は、憲法改正に移りつつある。首相が具体的な条文を含む改憲論議に踏み込む考えを明言し始めたためだ。民進党の岡田克也代表は「改憲勢力３分の２阻止」を訴え、共産党の志位和夫委員長は立憲主義の擁護を主張して足並みをそろえた。投開票は７月１０日に行われる。
　首相は２２日、熊本市で街頭演説し、「アベノミクスは決して失敗はしていない。道半ばだ。しっかりとこの道を力強く前に進めていく」と強調。一方で、持論の改憲には一言も言及しなかった。昨年９月、安全保障関連法を成立させて違憲批判を招き、国論を二分した首相が改憲を訴えれば、有権者から反発を招きかねないとの懸念からだ。
　だが、この後のＮＨＫ番組では、改憲論議の進展に意欲を隠さなかった。「やみくもに争点にするのはおかしい」と野党をけん制しつつ、秋の臨時国会を念頭に「（衆参の）憲法審査会で静かに議論し、与野党に関係なく３分の２が賛成するものについて国民の信を得なければならない」と言い切った。
　民進党などは最近の首相の発言を捉え、攻勢を強めている。同党の岡田代表は甲府市で街頭演説し、「もし３分の２を許せば憲法改正を必ずやってくる。特に９条。こういう道に踏み込ませてはならない」と力説。共産党の志位委員長もＪＲ新宿駅前で「私たち野党は、安保法制の廃止、立憲主義を取り戻す大義の下に結束している」と、与党側の「野合」批判に反論した。
　改憲に焦点が当たりつつある状況に、公明党の山口那津男代表は警戒を強めている。さいたま市での街頭演説では「今回、『憲法改正が争点だ』と声高に言う人たちがいるが、選択肢を示せるような状況ではない」と沈静化に努めた。
　選挙戦は、改憲勢力の消長が焦点。自民、公明両党と、改憲に前向きなおおさか維新の会、日本のこころを大切にする党で７８議席を占めれば、非改選議席と合わせ参院で改憲発議に必要な３分の２（１６２）に届く。
　おおさかの松井一郎代表（大阪府知事）は「憲法を変えるのは国民の皆さんだ」と強調。これに対し、社民党の吉田忠智党首は「憲法改悪を阻止する」と述べ、生活の党の小沢一郎代表は「野党が圧倒的に勝利すれば首相は辞めなければならない」と語った。こころの中山恭子代表は北朝鮮による拉致問題解決、新党改革の荒井広幸代表は脱原発をそれぞれ訴えた。　（時事通信/22-20:23）
与野党、１人区決戦に総力＝組織力ＶＳ野党共闘【１６参院選】


参院選が公示され、街頭演説を聞く有権者＝２２日午後、福島県須賀川市
　参院選が２２日公示され、アベノミクス推進を掲げる与党と、「安倍１強」体制の打破を目指す野党が総力戦に突入した。勝敗の鍵を握るのは３２ある「１人区」（改選数１）の行方。与党は組織選挙に加え、自衛隊解消を唱える共産党に照準を合わせて、「民共協力」の負の側面をあぶり出す作戦。これに対し、共闘を実現した野党は、安倍政権の「タカ派性」を強調し、無党派層の危機意識を喚起する戦略だ。


参院選が公示され、第一声を上げる安倍晋三首相＝２２日午前、熊本市中央区
　◇「共産運動員が応援」
　安倍晋三首相は１人区対決をとりわけ重視する。公示前の前哨戦や２２日に応援に入った熊本、福島両選挙区でも、１人区を中心に遊説をこなし、「民共」批判を展開してきた。
　首相は２２日の熊本市での街頭演説で、共産党が「自衛隊は憲法違反」と主張していることを挙げ、「熊本地震で人命救助に汗をかいたのは自衛隊の諸君だ。未来をこの無責任な共産党、民進党に託すのか」と聴衆に訴えた。夜のＮＨＫ番組では「民進党候補を一生懸命応援しているのは共産党の運動員だ」とも指摘した。
　公明党の山口那津男代表もさいたま市で記者団に、共産党について「具体的な安全保障政策に対応する議論ができない。それを隠すために戦争法とレッテルを貼って逃げている」と加勢した。
　自民党は「徳島・高知」を除く３１の１人区で公明党の推薦を得る一方、複数区では公明党候補を推薦した。与党間の相互の協力体制を強固にすることで「組織票」を固める作戦だ。
　１７日には谷垣禎一幹事長と茂木敏充選対委員長の連名で、所属議員に地元活動に関する文書を発出。この中で「野党側は基本政策の一致を欠いたまま、選挙目当てで候補の一本化を図り、挑んでいる」と危機感を示し、自民候補の応援に全力を尽くすよう要請した。小泉進次郎農林部会長ら「人気弁士」も積極的に投入する方針だ。


参院選公示日を迎え、第一声を上げる民進党の岡田克也代表＝２２日午前、甲府市
　◇真価問われる統一候補
　民進党は野党勢力が乱立して「自民１強」を許した過去の反省を踏まえ、１人区全てで共産、社民、生活の３党との統一候補を実現させた。内訳は無所属１６人、民進党公認１５人、共産党公認１人。各党が相乗りしやすいよう民進党系の候補をあえて無所属で立てたケースもある。
　岡田克也代表は２２日、山梨、長野と１人区で遊説を重ね、長野県松本市で記者団に「選挙は勝つか負けるかだ。民進党が中心になり、他の政党や市民の力を結集し、巨大与党に対抗して政治に新しい風を起こす」と力を込めた。憲法９条改正に熱心な首相による「平和主義の破壊」と訴え、従来の支持層に加え、無党派層の関心を引き付けるのが基本戦略だ。
　共産党の志位和夫委員長も都内での第一声で「戦後かつてない画期的な野党共闘で、政治を変える絶好のチャンスが到来した」と歩調を合わせた。
　ただ、野党陣営は安全保障政策などで溝があり、与党の攻撃にさらされている。旧民主党政権時代の負のイメージも残り、有権者の期待をどこまで高められるか不透明だ。
　◇小政党も試練
　「与党でも野党でもない」を掲げるおおさか維新の会も正念場だ。憲法改正をめぐり安倍政権の「補完勢力」とみられがちなことを意識し、松井一郎代表は大阪市内の演説で、改憲についてほとんど触れず、「大阪でやっている（行政の無駄排除の）細かさを全国でやれば消費税を増税する必要はない」と力説した。
　社民、生活両党は野党共闘の枠に入ったものの埋没への懸念が強い。日本のこころを大切にする党、新党改革を含め、小政党はいずれも存亡を懸けた戦いとなる。（時事通信2016/06/22-20:52）
参院選公示 「１人区」が勝敗のカギ
NHK6月22日 19時24分
第２４回参議院選挙が２２日に公示され、選挙区と比例代表合わせて１２１の定員に対し、３８９人が立候補しました。今回の参議院選挙で、全体の定員１２１人のうち７３人は選挙区で争われます。選挙区は、今回から、いわゆる「合区」が２か所で導入されたため、合わせて４５になります。このうち、定員が１人の「１人区」は３２あり、選挙戦全体の勝敗のカギを握るとされています。
与党側では、３２の「１人区」すべてで自民党が候補者を擁立し、このうち３１人を公明党が推薦しています。
これに対し、野党側では、民進、共産、社民、生活の４党が候補者を一本化し、民進党の１５人、共産党の１人、無所属の１６人の合わせて３２人が統一候補として立候補しました。
おおさか維新の会も、１つの選挙区で候補者を擁立しています。
一方、定員が２人以上の選挙区は１３あり、このうち１つの政党が２人の公認候補を擁立した選挙区が６つあります。北海道・千葉・東京では自民党と民進党が、また、神奈川・愛知では民進党、大阪ではおおさか維新の会がそれぞれ２人を公認し、２議席の獲得を目指します。
４５の選挙区全体の立候補者は合わせて２２５人で、前回の３年前の選挙より４６人少なくなりましたが、「１人区」で野党側の候補者調整が進んだことも要因になったという見方があります。
「改選過半数」と「３分の２」
今回の参議院選挙では、改選議席の過半数と、参議院全体の３分の２という、２つの議席数が注目されています。
このうち、改選議席の過半数は、改選議席が選挙区と比例代表、合わせて１２１のため、「６１議席」となります。自民党の安倍総理大臣が、今回の選挙で与党の獲得議席の目標ラインと位置づけています。
一方、参議院全体の３分の２は、非改選の議席も含めた定員２４２人のうち、「１６２議席」となります。憲法改正の発議に必要な議席数で、民進党の岡田代表は「『改憲勢力』が３分の２を確保することを阻止したい」としています。
与党の自民党と公明党、それに憲法改正に賛成しているおおさか維新の会と日本のこころを大切にする党を合わせた場合、今回の選挙で７８議席が必要となります。
獲得議席ライン分析　「７８」「５７」が焦点

東京新聞2016年6月23日 朝刊
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　参院選は、二つの議席数に注目が集まっている。一つは改憲勢力が、改憲発議要件を満たす参院定数の三分の二以上（百六十二議席）を確保するかどうか。もう一つは、自民党が衆院に加えて参院でも二十七年ぶりに単独過半数を握るかどうかだ。　（横山大輔）

　安倍晋三首相（自民党総裁）は二十二日夜のＮＨＫ番組で改憲に関し「（衆参の）憲法審査会で真剣に議論し、与野党に関係なく三分の二が賛成するものについて（国民投票で）国民の信を得なければいけない」と、野党の協力を得たい考えを示した。自民、公明の与党と、改憲に前向きなおおさか維新の会、日本のこころを大切にする党を軸に考えているとみられる。

　この四党で、非改選も含めて三分の二以上を確保する場合、今回の参院選で計七十八議席が必要。公明党は早急な改憲発議には慎重で、直ちに改憲を決定付ける数字ではないが、改憲派の無所属議員を加えるとハードルは下がる。

　安倍政権下での改憲阻止を目指す民進、共産、社民、生活四党は「まず三分の二を許さない」（民進党の岡田克也代表）ことが目標。この四党で三分の一以上（八十一議席）を確保すれば確実に阻止できるが、四党の非改選議席は計二十七議席にとどまる。無所属で出馬した四党の統一候補を含めて五十四議席を獲得しなければならない。

　一方、自民党は今回五十七議席とれば、非改選と合わせて過半数の百二十二議席に達する。一九八九年の参院選大敗で失った衆参両院での単独過半数を回復する。

　その場合、自民党は単独で法案を成立させられるため、連立を組む公明党に縛られず、政策ごとに他党との連携を模索できるようになる。参院の改憲勢力が三分の二に達していなくても、改憲に向けた多数派工作が活発化する可能性がある。自民党幹部は「正直、単独で過半数がほしい」と話す。

　自民党は最近五回の参院選で二〇〇一年、一三年の二回、五十七議席以上を獲得している。

　このほか、与党は今回四十六議席を獲得すれば、非改選と合わせて過半数を維持できる。首相は消費税増税再延期について「信を問う」として、これより多い与党で改選過半数（六十一議席）獲得を勝敗ラインに掲げた。民進党は、この数字も「打ち砕くのが目標」（岡田氏）としている。

改憲勢力「７８」なら発議可能に＝自民「５７」で単独過半数【１６参院選】
　２２日公示の参院選で焦点の一つとなるのは、自民、公明の与党におおさか維新の会、日本のこころを大切にする党を加えた改憲派４党が、改正発議に必要な３分の２（１６２議席）を獲得できるかどうかだ。改憲勢力で計７８議席を獲得すれば、非改選（８４議席）と合わせてこのラインを越えることになる。
　安倍晋三首相（自民党総裁）は任期中の憲法改正に意欲を示す。これに対し、民進、共産、社民、生活の野党４党は、与党などによる「３分の２」阻止に全力を挙げる。
　参院の定数は２４２で、３年ごとに半数（１２１）ずつ改選される。首相は今回の選挙で、与党で改選議席の過半数（６１議席）を目標に掲げた。消費税増税を再延期した判断について「国民の信を問う」というのが理由だ。
　与党の改選議席は５９（自民５０、公明９）で、２議席を積み増せば目標を達成できる。仮に自民党だけで５７議席を獲得すれば、２７年ぶりとなる単独過半数（１２２）に手が届く。（時事通信2016/06/22-08:43）
３２の１人区が勝敗左右　今後の野党共闘を占う

東京新聞2016年6月23日 朝刊
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　参院選で大きな焦点となるのが、一人区の勝敗だ。複数区は与野党が議席を分け合うことが多いが、一人区はわずかな票差でも当落が分かれ、全体の勝敗を左右する。今回は民進、共産、社民、生活の野党四党が、三十二ある全一人区で統一候補を擁立。結果は今後の国会や選挙での野党協力を占う材料にもなる。

　一九九九年の自公連立以降五回の参院選を振り返ると、一人区の重要性は明らかだ。

　二〇〇一年、一三年の参院選では、自民党は一人区で二敗しただけ。連立与党の全獲得議席数は、〇一年が八十、一三年が七十六。両年とも非自公勢力の獲得議席数に三十以上の差をつけた。

　民主党政権下で行われた一〇年参院選でも、自民党は二十九の一人区で二十一勝した。野党だった自公両党にとって反転攻勢の足がかりとなった。

　逆に、第一次安倍政権当時の〇七年参院選では、自民党は二十九の一人区で二十三敗。公明党や自民系無所属を合わせた全獲得議席数は四十七にとどまり、非自公の全獲得議席を三十近く下回った。非改選議席を合わせても参院の過半数に届かず、衆参で多数派が異なる「ねじれ国会」になった。　（篠ケ瀬祐司）

問われる「安倍政治」【１６参院選】
　第２４回参院選が公示された。「自民１強」体制の下、安倍晋三首相は前回衆院選で公約した消費税増税を再延期する一方、必ずしも前面に掲げなかった安全保障法制整備に奔走、国論を二分してきた。こうした「安倍政治」の手法が問われる機会となる。また、１８、１９歳の未成年者が初めて選挙権を行使する歴史的な国政選挙ともなる。若者の政治参加を促す建設的な論戦が期待される。
　自民党は２０１２年の政権復帰後、１３年参院選、１４年衆院選と２回続けて大勝。主要争点はいずれも「アベノミクスの是非」だった。今回も基本的な構図は変わらない。バブル経済崩壊後の「失われた２０年」から抜け出せない日本社会が構造的に抱える根深い問題に直結するテーマのためだ。
　とりわけ今回は、景気回復の遅れからアベノミクスの限界も指摘される中での選挙戦となる。首相は「経済最優先」を掲げて政権運営に当たり、その実績を推進力として安保法制を含む与野党対決案件を処理してきただけに、その是非が厳しく問われるのは当然と言える。
　憲法改正をめぐる問題も見過ごせない。自民党は選挙戦にプラスにならないとみて争点化に消極的だが、首相は秋の臨時国会で改憲論議を本格化させる構え。議論を避けて選挙戦をやり過ごそうとするなら「不誠実」のそしりは免れない。
　年金、医療、介護などの社会保障や、雇用にも関わる子育て支援、環太平洋連携協定（ＴＰＰ）合意で構造転換が迫られる農林漁業、原発政策や安全保障など議論すべき課題は多岐にわたる。こうした中、１０代の若者の投票行動は、現役世代が高齢者を支える社会保障の在り方に一石を投じることになるかもしれない。
　選挙権の対象拡大は１９４５年に「２５歳以上」から「２０歳以上」に引き下げられて以来、７１年ぶりとなる。１８、１９歳は有権者全体の２％にすぎないが、人口の多い高齢者層に手厚いとされる社会保障政策に影響を及ぼす可能性を秘める。まずは各党や候補者の主張をしっかり吟味したい。（時事通信2016/06/22-08:38）
１人区、自民と野党の一騎打ち＝複数区で混戦も【１６参院選】
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　参院選の主戦場となるのは計３２に上る改選数１の「１人区」。今回はその全てで、自民党公認候補と野党４党の統一候補が激突する事実上の一騎打ちとなる。複数区では、６人区の東京や３人区の北海道と千葉で、自民、民進両党がそれぞれ公認候補を２人擁立するなど、混戦模様となっている。
　１人区で民進、共産、社民、生活の４野党は、安全保障関連法廃止などを共通項に候補者を一本化。内訳は、無所属が１６人（岩手、山口、沖縄など）、民進党公認が１５人（山梨、三重、岡山など）、共産党公認が１人（香川）。
　２０１３年の前回参院選では野党が共闘したケースは少なく、自民党と旧民主党の事実上の一騎打ちとなった１人区は１６にとどまっていた。自民党は今回、徳島・高知を除く３１の１人区で公明党の推薦を得ており、与党が一体となって選挙戦を進める。宮城、福島、岐阜では自民、民進両党の現職同士が対決する。
　関西が地盤のおおさか維新の会は１人区の奈良に新人を擁立した。
　２人区はこれまで、自民党と旧民主党が１議席ずつ分け合って「無風」となりがちだったが、「１票の格差」是正に伴い、選挙区数が前回の１０から４に減少。京都などで民進、共産両党が政権批判票の争奪戦を繰り広げる。
　改選数３以上の選挙区には、公明党も東京、大阪、福岡などに計７人の公認候補を擁立。与野党が入り乱れての激戦となる。神奈川（改選数４）では自民党が公認と推薦を各１人、民進党が公認２人を擁立。大阪（同）にはおおさか維新が公認２人を立てた。（時事通信2016/06/22-08:37）
全３２の１人区対決がカギ…自民と野党統一候補

読売新聞2016年06月22日 14時11分



候補者らの第一声を聞く大勢の有権者ら（２２日午前１０時３２分、さいたま市で）＝伊藤紘二撮影



　２２日公示された参院選で、野党は３２選挙区ある「１人区」（改選定数１）全てで候補者を一本化し、自民党候補に挑む。野党が力を糾合できるのか、それとも前回１人区で圧勝した自民が再び強さを見せるのかが、与野党の勝敗の行方を決めることになりそうだ。

　自民党は前回２０１３年参院選の１人区（当時は３１選挙区）で、「２９勝２敗」と圧勝し、比例などを含めて党全体で６５議席を獲得した。一方、第１次安倍内閣当時の０７年参院選では、１人区は「６勝２３敗」で、党全体でも３７議席と歴史的な惨敗を喫し、安倍首相退陣のきっかけにもなった。

　首相は今回、「与党で改選議席の過半数（６１議席）」を勝敗ラインに掲げ、「決して低い目標ではない」と訴えている。自民党選対幹部は「１人区は、前回には届かなくとも、２０勝以上すれば、首相の勝敗ラインはクリアできる」と計算している。

　１人区は、都市と地方の「１票の格差」是正に伴い増加傾向にある。今回導入される「鳥取・島根」「徳島・高知」の合区を含む３２選挙区は、過去最多だ。残る２～６人区の１３選挙区では、与野党が議席を分け合うケースも多いため、１人区の結果は与野党の勝敗を左右しやすい。

　民進、共産、社民、生活の野党４党は、「政権批判票の受け皿を一つにしなければ自民に勝てない」（民進幹部）と判断し、統一候補を擁立した。３２人の内訳は、無所属１６人、民進党公認１５人、共産党公認１人。

　１３年参院選で、各野党の候補が得た票を単純に合算すると、今回から１人区となった選挙区を含め、宮城、山形、三重など７選挙区で野党が自民党を逆転する。４党は今年４月の衆院北海道５区補欠選挙で統一候補を擁立し、自民党に敗れはしたものの、善戦した。「１人区では自民といい勝負になりそうだ」との自信を持っている。

　野党にとっての問題は、与党からの「民共」批判をかわせるかどうかだ。民進、共産両党の政策の違いは大きく、「野党連立を組むのか、参院選後の責任ある政治の姿が見えない」（山口公明党代表）といった指摘を受けている。岡田民進党代表は当面の共産との連立を否定するだけで、将来像は示せないでいる。

参院選 　勝敗分ける「１人区」…与野党一騎打ち
毎日新聞2016年6月22日　13時12分（最終更新　6月22日　13時18分）
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１人区の勝敗と全体議席数の推移
　参院選では改選数１の「１人区」をどう戦うかが与野党の勝敗を分ける傾向にある。民進、共産、社民、生活の野党４党は全国３２の全１人区で候補者を一本化し、過去２回の選挙で続いた「自民党優位」からの転換を目指す。一方、「与党で改選過半数」（６１議席）を目標に掲げた安倍晋三首相は、激戦が予想される選挙区を中心に公示前から応援に入り、引き締めている。 
　最近の参院選をみると、２０１０年は野党だった自民党が１人区（２９選挙区）で２１勝８敗と大きく勝ち越し、改選第１党になった。１３年は３１選挙区のうち２９選挙区を制し、同党の圧勝で国会の「ねじれ」が解消した。旧民主党は１人区で議席を得ることができなかった。 
　今回、１人区の野党統一候補の内訳は、民進党公認１５人、共産党公認１人、無所属１６人。野党４党は安全保障関連法の廃止を一致して訴える。山梨では旧民主党の元職が無所属で立候補し、奈良ではおおさか維新の会が候補者を擁立したため野党系が競合した。それ以外の３０選挙区は事実上、与野党一騎打ちの構図だ。ただ、野党４党の協力には各地で温度差があり、選挙戦でどこまで有権者に浸透するかが焦点になる。 
　自民党は全３２選挙区で公認候補を立て、比例代表での協力を巡って調整がつかなかった徳島・高知を除き、公明党の推薦を受けた。与党は１人区で民進、共産両党が組むことに警戒感を強め、基本政策の異なる「野合」だと批判を繰り返している。 
　「２人区」（改選数２）は前回から６減の４選挙区。自民、民進、共産３党はすべてに公認候補を擁立した。広島では維新と日本のこころを大切にする党を含む５党の争いになった。 
　改選数３以上の９選挙区のうち７選挙区では自民、公明両党が競合した。公明党は定数が増えた愛知、兵庫、福岡に新たに候補者を立て、前回より「与党競合区」が増えた。両党はダブル当選で議席増を狙うが、選挙区によっては自民党支持層に戸惑いも広がっている。 
　民進党は北海道（改選数３）、愛知（改選数４）など地盤の強い５選挙区でそれぞれ２人ずつ公認し、党勢回復の足がかりを作ろうとしている。１人区で他党に譲歩した共産党は、複数区ではすべてに候補者を擁立した。 
　おおさか維新は前回（当時は日本維新の会）から候補者を大幅に絞り込んで臨む。地盤の大阪以外への支持拡大が課題だ。【小田中大】 
舌戦・参院選（２２日）【１６参院選】
◇呪文唱え景気悪化
　民進党・江田憲司代表代行（大阪市で街頭演説）　（安倍晋三首相は）アベノミクス、アベノミクスと３年以上、呪文のように唱えてきて、暮らしが良くなったか。皆さんの収入は目減りし、財布のひもは締まり、消費が伸びないから、景気はどんどん悪化の一途をたどっている。もう無策だ。
◇傲慢な首相との戦い
　民進党・安住淳国対委員長（仙台市で街頭演説）　この選挙は傲慢（ごうまん）な安倍晋三首相と良識ある県民の戦いだ。環太平洋連携協定（ＴＰＰ）も安全保障の問題もすべてにおいて首相の誠実さを感じない。テレビの党首討論でも、時間が１分オーバーしただけで司会者をどやしつけていた。おごりが見えていると思いませんか。
◇明治憲法より時代遅れ
　民進党・枝野幸男幹事長（仙台市で街頭演説）　国民の人権と自由を認めない自民党の憲法改正草案は、明治憲法（大日本帝国憲法）よりも時代遅れだ。日本をどうやって守るかではなく、自衛隊を軍隊にし、世界中どこでも出掛けて行き戦争をできるようにする。これを認めていいのかが、この選挙で問われている。
◇自衛隊に失礼
　安倍晋三首相（福島県須賀川市で演説）　きのうの党首討論でも（共産党の）志位和夫委員長は、自衛隊は憲法違反、はっきり言っていた。将来は解散する。でも解散するまで、しばらくは災害（派遣など）で頑張ってもらいたい。こんな虫のいい話、いいかげんな話、自衛隊に失礼な話はない。民進党の岡田克也代表は共産党とは、理念においても、政策においても、全く違うと言っている。一体何なんだ。この世の中では、野合と言う。こんな人たちに子どもたちの未来を託すわけにはいかない。
◇共産は自己矛盾
　公明党・山口那津男代表（さいたま市で街頭演説）　自衛隊は憲法違反と（志位和夫共産党委員長は）言った。しかし、選挙が終わって自分たちが勝ったら、自衛隊はそのまま災害派遣（に使い）、あるいは武力攻撃がやってきた時に自衛権を発動する、そういうことを平気で述べている。憲法違反の自衛隊にそんな仕事をさせていいのか。全くの自己矛盾ではないか。
（2016/06/22-19:13）
アベノミクス是か非か、憲法も争点…参院選公示

読売新聞2016年06月22日 13時25分



第一声を上げる自民党の安倍総裁（右、熊本市で）、公明党の山口代表（中上、さいたま市で）、民進党の岡田代表（左、甲府市で）、共産党の志位委員長（中下、東京都新宿区で）

　第２４回参院選は２２日公示され、７月１０日の投開票に向け、１８日間の選挙戦が始まった。

　２０１４年１２月に発足した第３次安倍内閣では初の本格的な国政選挙で、安倍首相の経済政策「アベノミクス」の是非が最大の争点となる。消費税率１０％への引き上げ延期を巡り、財政再建への道筋も問われる。首相は増税延期に関し、国民に信を問う考えを表明、与党による改選定数（１２１）の過半数（６１）を勝敗ラインとした。与党が、憲法改正に前向きな野党や無所属議員らと、国会発議に必要な３分の２（１６２）を確保できるかどうかも焦点となる。

　１９日に施行された改正公職選挙法により、選挙権年齢が「２０歳以上」から「１８歳以上」に引き下げられて初めての国政選で、新たに１８、１９歳の約２４０万人が有権者に加わる。

　選挙期間が通例の１７日間とすれば公示日は２３日だったが、政府は沖縄の「慰霊の日」と重なるのを避けるため、１日前倒しした。

　今回の改選数は、参院定数の半分に当たる選挙区選７３、比例選４８の計１２１。午後１時２０分現在、選挙区選に２２２人、比例選に１６４人の計３８６人が届け出た。前回２０１３年参院選の立候補者数は計４３３人（選挙区選２７１人、比例選１６２人）だった。届け出は午後５時で締め切られる。

　各党の党首は２２日午前、街頭で第一声を行った。

　安倍首相（自民党総裁）は、４月の地震で大きな被害を受けた熊本市、民進党の岡田代表は、全国に３２ある改選定数１の「１人区」のうち、山梨選挙区の中心都市・甲府市を選んだ。公明、共産両党は首都圏で支持を訴えた。

　首相は、「この選挙戦で問われているのは、（現在の）経済政策を力強く前に進めるのか、低迷した時代に逆戻りするかだ」と述べてアベノミクスの継続を訴えた。岡田氏はアベノミクスについて「限界にぶち当たっており、大きな問題が生じている。新しい経済政策を展開しなければいけない」として、政策転換の必要性を訴えた。

　公明党の山口代表はさいたま市内で「経済が成長し、その成果を分配する好ましい環境を作り出す」と強調した。共産党の志位委員長は、都内で「アベノミクスの失敗がはっきりした。戦後最悪の消費不況に陥っている」と指摘した。

　今回の参院選から、「１票の格差」を是正する改正公職選挙法に伴い、「鳥取・島根」「徳島・高知」の合区で選挙区定数を計４減、宮城、新潟、長野の選挙区定数を各２減する一方で、北海道、東京、愛知、兵庫、福岡を各２増し、全体で「１０増１０減」とした。

参院選 　アベノミクス、改憲　がっぷり激突１８日間の戦い
毎日新聞2016年6月22日　20時03分（最終更新　6月22日　23時29分）
２２日、公示　７月１０日に投開票 
　第２４回参院選が２２日、公示され、７月１０日の投開票に向け１８日間の選挙戦が始まった。各党党首の第一声では、自民、公明両党が安倍政権の経済政策「アベノミクス」の成果を強調したのに対し、民進党などの野党は経済政策の転換を要求。また、憲法改正に前向きな勢力が伸長すれば安倍晋三首相は改憲に踏み切るとして、改憲勢力が改正発議に必要な３分の２（１６２議席）に達するのを阻止する考えを示した。 
　首相は第一声を熊本地震で被災した熊本市で行った。「熊本の復興に対する私たちの強い意思を全国に発信しようと考えた」と述べ、震災復興に取り組む姿勢を強調。そのうえで、雇用創出や有効求人倍率が改善した実績を説明し、「この経済政策を力強く前に進めていくのか。あるいは、やめてしまって暗く低迷した時代に逆戻りするのか。それを決める選挙だ」と訴えた。一方で、消費増税の再延期の判断や憲法改正については言及しなかった。 
　公明党の山口那津男代表もさいたま市で「経済再生、デフレ脱却を目指して着実に結果を出した」と語り、「アベノミクス（の恩恵）が及んでいない人々にきちんと分けていく」と呼び掛けた。 
　これに対して、民進党の岡田克也代表は甲府市で「安倍政治の暴走を止め、政治の流れを変える」と主張。「まず３分の２を取らせないこと」と語り、改憲勢力が３分の２以上の議席を獲得した場合、憲法９条改正に踏み切るとの見解を示した。また、アベノミクスは「すでに限界」と指摘し、「分配と成長を両立させる政策こそ本当の意味の経済政策だ」と転換を迫った。 
　共産党の志位和夫委員長は東京都新宿区で「安倍首相が狙う改憲の本丸は９条改憲だ」と強調。野党が共闘し、安全保障関連法の廃止を実現して「立憲主義を取り戻す」と訴えた。 
　また、おおさか維新の会の松井一郎代表は大阪市で「参院選のキーワードは『せこい』だ」と主張。大阪市や大阪府での行財政改革で高校の実質無償化などを実現したことを訴え、「この細かさを全国に広げれば、増税は必要なくなる」と語った。 
　社民党の吉田忠智党首は東京都新宿区で「アベノミクスで破壊された国民生活を取り戻す」と述べた。生活の党の山本太郎共同代表も同区で「大企業の税金は安くなるばかり。減った分を皆さんへの増税で補っている」と政権を批判。日本のこころを大切にする党の中山恭子代表は東京都中央区で「憲法に日本の伝統や心が入っていなければならない」と述べ、改憲の必要性を訴えた。新党改革の荒井広幸代表は同港区で、脱原発を政府に求める考えを強調した。 
　今回の参院選では、選挙権年齢が「１８歳以上」に引き下げられ約２４０万人が新たな有権者となった。また、「１票の格差」是正のため人口が少ない選挙区を統合する合区が「鳥取・島根」「徳島・高知」で導入された。【古本陽荘】 
参院選 　改憲勢力３分の２焦点、アベノミクス問う…公示
毎日新聞2016年6月22日　11時45分（最終更新　6月22日　22時57分）
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参院選　焦点の議席数（定数２４２）
来月１０日投開票 
　第２４回参院選（７月１０日投開票）が２２日、公示され、与野党は１８日間の選挙戦に突入した。自民、公明両党は、来年４月の消費税率１０％への引き上げを２年半延期する判断を含め、経済政策「アベノミクス」の路線継続を訴える。これに対し、民進や共産など野党４党は３２ある改選数１の「１人区」すべてで候補者を一本化。「アベノミクスは失敗」と主張するとともに、憲法改正に前向きな勢力が改憲発議に必要な３分の２（１６２議席）に達するのを阻止したい考えだ。【古本陽荘】 
＜ボートマッチ＞誰が改憲を訴えている？　候補者とあなたの考えをマッチング 
　改正公職選挙法で選挙権年齢が「１８歳以上」に引き下げられ、約２４０万人が新たに有権者に加わる初めての国政選挙となる。また、「１票の格差」是正の参院選挙制度改革で、人口の少ない選挙区を統合する合区が「鳥取・島根」「徳島・高知」で導入された。 
　立候補の受け付けは午前８時半から比例代表は総務省、選挙区は各都道府県の選挙管理委員会で始まった。改選議席は定数２４２の半数で、選挙区７３、比例代表４８の計１２１。午後１時５分現在、選挙区２２２人、比例代表１６４人の計３８６人が届け出た。 
　安倍晋三首相は増税再延期などの判断の「信を問う」とし、自公両党で改選過半数の６１議席が勝敗ラインだと明言している。 
　改憲の国会発議は衆参各院で３分の２以上の賛成が必要。与党は衆院で３分の２超を持つ。参院では、改憲に前向きな、おおさか維新の会（非改選５）と日本のこころを大切にする党（同３）に自公の非改選７６を加えると、非改選の改憲勢力は８４議席。参院選でこの４党が７８議席を獲得すれば３分の２に達する。首相は選挙中は改憲を積極的には取り上げない考えだが、選挙後に衆参両院の憲法審査会を動かすとも発言。野党は安倍政権下での改憲阻止を共闘の柱の一つに掲げる。 
　首相は２２日午前、熊本市で「確かにアベノミクスは道半ばだがやめてしまえば４年前の停滞した時代に逆戻りする」と主張。公明党の山口那津男代表はさいたま市で「増税で実施予定だった社会保障の充実に可能な限り取り組む」と語った。 
　民進党の岡田克也代表は甲府市で「３分の２を許せば必ず憲法改正、特に９条をやってくる。こういう道に踏み込ませてはならない」と訴えた。共産党の志位和夫委員長は東京都新宿区で「憲法を守るまっとうな政治を取り戻す」と述べ、おおさか維新の松井一郎代表は大阪市で「税金の使い方を見直す」と話した。社民党の吉田忠智党首、生活の党の山本太郎共同代表、こころの中山恭子代表、新党改革の荒井広幸代表も各地で遊説を始めた。 
　参院選の選挙期間は通例１７日間だが、沖縄戦の組織的戦闘が終結した「慰霊の日」（６月２３日）を避けて公示を１日前倒しした。 
遠のく財政健全化＝消費増税、延期・凍結訴え－自民、民進道筋示さず【１６参院選】
[image: image15.jpg]EZH(E%{ k- &EH%[LEE?E
L 2019108 |2019F4AIC
ety |8 &

AR 2020%FE(C
[ =314 EROMEINZOEFE

RAMRICRD | BEOMEGEL
iy B i, | cwean

TUBED. K i
BOES | \gwnies

sagm |TTRECNG| 2ESNED
HERR | Cogcarn (mreTACE
Ax  |EEmeLCE |EaFEEn

RISRORE | FABPSER

SUCEERE | BEREORS)
D=Psesins | 85, e
BB LEOBE
EOHER | EUEETRE
SREERLL
MEREEAE
Bilk

T RS
WL | e

SRR





　２２日公示された参院選では、各党とも公約で消費税増税の延期や凍結などを訴えている。自民党と民進党は消費税率１０％への引き上げを延期しながらも、２０２０年度に基礎的財政収支を黒字化する財政健全化目標を堅持する姿勢を示す。目標達成に向け、自民党は経済成長による税収増を目指し、民進党は税金の無駄遣いをなくす行政改革などを進める考えだ。だが、先送りされた消費税増税分を補う具体的な方策は示しておらず、財政再建は遠のいている。
　◇成長と行革で財源
　安倍晋三首相は２１日の討論会で「エンジンを吹かし、しっかりとデフレから脱却し、経済を成長させていく」と強調した。今年秋に「総合的かつ大胆な経済対策」を打ち出し、政策強化で停滞する景気を回復軌道へ戻す考えだ。
　経済対策や子育て支援などの重点施策では、安倍政権の経済政策「アベノミクス」の成果である税収増などを活用する方針。経済の好循環で、財政再建と経済成長の両立を目指す構えだ。
　ただ、日銀の金融政策に手詰まり感が漂い、新興国経済が減速する中、為替は円高へ転じた。トヨタ自動車が減益を見込むなど企業収益が拡大せず、税収が伸び悩む恐れも出ている。
　民進党は消費税の増税分を財源に充てるはずだった低年金者への年金増額など社会保障の充実を予定通り実施すると公約に掲げた。代替財源が行政改革の徹底などで足りない場合、岡田克也代表は「赤字国債もやむを得ない」との考えを示す。しかし、これでは支出を先行させ、その借金のつけを将来世代に回すことになりかねない。
　▽再建目標、達成困難
　政府が黒字化を目指す基礎的財政収支は、政策経費を借金に頼らずにどこまで賄えるかを示す指標だ。政府の試算では、経済の高成長を前提に１７年４月に消費税率を引き上げても２０年度に６兆５０００億円の赤字が残る。増税先送りに加え、歳出増の圧力が強まり、黒字化どころか赤字拡大も懸念される状況にある。
　国際通貨基金（ＩＭＦ）は２０日、対日審査に関する声明で「黒字化目標を期限までに達成するのは困難」と指摘した。
　◇求められる具体論
　大手格付け会社フィッチ・レーティングスは１３日、「財政健全化の取り組みに対する信認が低下した」として、日本国債の格付け見通しを「安定的」から「弱含み」に引き下げた。米ムーディーズ・インベスターズ・サービスも財政再建への疑念がさらに強まったとの見方を示す。
　財政制度等審議会（財務相の諮問機関）会長を務める吉川洋立正大教授は「口で（財政健全化の）旗は降ろさないと言うだけでは経済の議論はできない」と語る。参院選では財政の信認維持に向けた具体的な議論が求められている。（2016/06/22-18:44）
経済に集中＝安倍首相、改憲触れず－党首第一声【１６参院選】
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　参院選が公示された２２日、与野党９党首の第一声を分析すると、全党首が最大の争点であるアベノミクスや経済政策に多くの時間を割いた。一方、民進党の岡田克也代表や共産党の志位和夫委員長は憲法改正阻止にも言及したが、争点化を回避したい安倍晋三首相は一切触れなかった。
　首相は８分１４秒の演説のうち、３分弱にわたり、アベノミクスの成果を強調し、政策の継続を訴えた。熊本市を第一声の場所に選んだ首相は、４分余りを震災復興の取り組みを説明することに使い、被災地に寄り添う姿勢をアピール。公明党の山口那津男代表も２２分８秒の演説のうち、約９分近くを経済の話に充てた。
　これに対し、岡田、志位両氏は演説全体の約４割を費やしてアベノミクス批判を展開。岡田氏は、非正規雇用が増加したことなどを挙げ、「アベノミクスは限界にぶち当たっている」と主張した。
　自民党を中心とする改憲勢力による３分の２以上の議席を獲得できるかも選挙の焦点で、これを阻止したい野党勢は「この選挙で安倍政権による９条改憲を許すな」（志位氏）と訴えた。一方、山口氏は「選択肢を示す状況には至っていない」として、参院選で争点にはならないとの考えを強調した。
　第一声では、民進、共産両党の共闘路線も取り上げられた。安倍、山口両氏が「無責任」と批判したのに対し、志位氏は「野党共闘を必ず成功させ、さらに発展させたい」と意欲を見せた。ただ、岡田氏は野党共闘に言及しなかった。
　演説時間が最長だったのは、新党改革の荒井広幸代表の３４分３８秒。首相は９党首の中で２番目に短かった。
　地域別では、生活の党の山本太郎共同代表や日本のこころを大切にする党の中山恭子代表ら６党首が首都圏で演説をスタート。おおさか維新の会の松井一郎代表は地元の大阪市を第一声の地に選んだ。（2016/06/22-18:38）
安倍首相、改憲主張「封印」　世論は慎重・憲法審を意識
朝日新聞デジタル石松恒 津阪直樹2016年6月23日00時12分

アベノミクスで日本経済はどう変わった？
　参院選の大きな論点となっている「憲法」と「アベノミクス」。憲法を論戦のテーマから外そうとする与党に対し、野党は改憲阻止を掲げて争点化を図る。アベノミクスをめぐっても、与党は「成果」を強調し、野党は「失敗」と断じる。論点をめぐる背景を読み解く。
　参院選がスタートした２２日、安倍首相は街頭演説で憲法改正に一切触れなかった。２１日の党首討論会では「条文をどのように変えるかを決めるのは選挙ではなく国民投票だ」と語り、持論の憲法改正を選挙戦では「封印」する姿勢を示す。
参院選公示、問われる安倍政治　アベノミクス・安保法
朝日新聞デジタル2016年6月22日21時27分

参院選で焦点となる議席数
　第２４回参議院選挙は２２日公示された。経済政策「アベノミクス」や安全保障関連法の是非などをめぐり、与野党は論戦を始めた。憲法改正の国会発議に必要な３分の２の勢力が形成されるかどうかも焦点となる。第２次安倍政権発足から３年半の「安倍政治」の評価が問われる。
　選挙区（改選数７３）２２５人、比例区（改選数４８）１６４人の計３８９人が立候補を届け出た。期日前投票は２３日から始まり、７月１０日に投票、即日開票される。今回の参院選から、国政選では初めて１８歳以上が投票できるようになる。また、県境をまたいだ合区も初めて導入される。
　自民党は、政権に復帰した２０１２年末の衆院選から国政選のたびに経済再生を前面に掲げており、今回もアベノミクスの成果を訴える。安倍晋三首相（自民党総裁）は２２日午前、地震で被災した熊本市の熊本城内で第一声を上げた。同日午後には同じく被災地の福島県に入り、復興の実績をアピールした。
　首相は同県郡山市の街頭演説で「参院選の争点は経済政策だ」と指摘。「有効求人倍率は２４年ぶりの高い水準だ。アベノミクスをやめてしまえば、４年前に逆戻りだ」と強調した。公明党の山口那津男代表は東京都杉並区の演説で「この３年間、政治を前へ進め、雇用が改善した。賃金が上がるところが出てきた」と政策の継続を求めた。
　一方、民進党の岡田克也代表は甲府市の演説で「アベノミクスはすでに限界にぶち当たっている」と批判。その後、記者団に「経済成長がすべてみたいな形で格差が広がり、生活が壊されている。その流れを本当に変えないとまずいことになる」と訴えた。
　民進、共産、社民、生活の党と山本太郎となかまたちの野党４党は今回、３２の１人区すべてで候補者を一本化した。安保法廃止のほか、自公両党に早期の憲法改正に前向きなおおさか維新の会と日本のこころを大切にする党を合わせた「改憲４党」による３分の２議席の獲得阻止を掲げる。憲法改正を積極的に語ろうとしない首相に対して、野党４党は正面から憲法論争を挑んでいる。
　共産党の志位和夫委員長はこの日、東京・ＪＲ新宿駅前で「野党は安保法制を廃止し、立憲主義を取り戻す大義のもとに結束している。自民党への１票は、９条を壊す１票になる」と強調した。
　参院選の目標ラインについて、首相は「与党で改選議席の過半数（６１議席）」を掲げ、下回った場合は「責任を伴うのは当然」とする。３年前の参院選では自公で７６議席を得た。民進党の岡田氏は、与党の改選過半数阻止に言及した上で「この選挙にすべての責任を負う」と話している。
自公は実績強調、野党「改憲阻止」訴え…第一声

読売新聞2016年06月22日 23時08分

　参院選の第一声では、多くの党首が、安倍首相の経済政策「アベノミクス」の是非を巡る訴えに時間を割いた。

　自民、公明両党が成果を強調したのに対し、民進、共産、社民、生活の野党４党は厳しく批判し、対立構図が改めて鮮明となった。憲法改正については、与党はほとんど触れなかった。民進、共産両党などは、改正発議に必要な参院の３分の２を与党など改憲勢力が獲得するのを阻止する必要性を訴えた。

　安倍首相は熊本市での第一声で約８分間のうち３分弱をアベノミクス関連に費やした。２０１２年１２月の第２次安倍内閣発足後に有効求人倍率や就業者数などが改善した実績をアピール。その上で、「アベノミクスは道半ばだが、今やめてしまえば（民主党政権時代の）暗く停滞した時代に逆戻りする」と述べ、アベノミクス継続への支持を求めた。

　公明党の山口代表は、１８、１９歳の「新有権者」も念頭に、高校生や大学生の就職率が高水準となっている点を強調し、「（アベノミクスで）日本経済をますます強くしていく。経済再生の道を進めていく」と訴えた。

　これに対し、野党４党の党首は、「（アベノミクスは）限界にぶち当たっている」（民進党の岡田代表）、「アベノミクスという欠陥車は皆さんの力でスクラップ工場に出すしかない」（共産党の志位委員長）など激しく批判を展開した。

　憲法改正については、首相は第一声で触れずじまいだった。改憲は自民党の党是だが、首相は参院選で争点化することは避けたい考えだ。「反安倍勢力の結集を誘発する可能性があり、得策ではない」（自民党幹部）ためだ。

　対照的に、民進、共産両党などは改憲阻止の主張に力を入れている。首相が与党と改憲に前向きな他の野党を合わせて参院の３分の２の確保を目指しているとして、岡田氏は、「『３分の２』を許せば、必ず憲法９条の改正をやってくる。まず『３分の２』を取らせないことだ」と主張。社民党の吉田党首も、「今回の参院選の大きな争点は『憲法改悪』の阻止だ」と足並みをそろえた。

　山口氏は、「（改憲について）国会で十分な議論もできず、何らの合意もできず、皆さんに選択肢を示す状況になっていない。それを、（与党が）憲法改正をたくらんでいるとレッテルを貼ろうとしている」と述べ、民進党などを批判した。

　おおさか維新の会の松井代表は、「知事や政治家の金の使い方がせこい。政治資金規正法を見直す」などと述べ、行政改革の推進を強く訴えた。

【図解・政治】参院選／主要政党の参院選公約（2016年6月）時事通信
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アベノミクス推進か転換か＝社保充実の財源不透明－与野党公約【１６参院選】
※記事などの内容は2016年6月16日掲載時のものです
　参院選に向けた主要政党の公約が出そろった。安倍晋三首相が取り組む経済政策「アベノミクス」をめぐり、与党が「成果」を示して路線推進を訴えるのに対し、野党は「失敗」と断じて転換を迫る。憲法改正でも主張の違いは鮮明だ。社会保障や子育て支援を充実させる方向性は共通するが、各党とも具体的な財源は示せておらず、今後の論戦のポイントとなりそうだ。

　◇経済・社会保障
　自民党は、アベノミクスは「道半ば」としながらも「確実に結果を生み出している」と自賛。「ＧＤＰ（国内総生産）６００兆円実現を目指す。大胆な経済対策を実行する」と、政策強化を打ち出した。公明党も「経済成長の果実は地方へ回りつつある」として、消費喚起のための商品券・旅行券の発行検討を盛り込んだ。
　民進党は「アベノミクスの失敗で、格差が広がっている」と批判。幼児・義務教育の負担軽減、給付型奨学金の創設など「人への投資」を重視する。共産党も「格差と貧困」に焦点を当て、大企業や富裕層への課税強化を主張した。
　消費税率１０％への引き上げは、与党が２年半延期を、民進党が２年延期を掲げた。異なるのは、増税に伴う充実を予定していた社会保障の扱いだ。自民党は赤字国債を発行せず「可能な限り」実現する方針。民進党は「予定通り実施する」と約束し、財源は行政改革の徹底で捻出する考えを示したが、国債発行も排除していない。
　自民党の稲田朋美政調会長は１６日の記者会見で、「将来に借金を付け回す不道徳な政策は採らない。その姿勢の違いを訴えたい」と強調した。
　子育て支援では、与野党とも「保育の受け皿」拡充や保育士の処遇改善を提唱。長時間労働の是正や、同一労働同一賃金の実現などでも、各党の相違点は不明瞭だ。

　◇憲法改正
　自民党は「憲法改正を目指す」と明記したが、具体的にどの部分を変えるかには踏み込まなかった。公明党は憲法改正に関する記述は一切なく、ともに争点化を回避したい思惑がうかがえる。
　民進党は「平和主義を脅かす９条改正に反対する」と強調。岡田克也代表は会見で「憲法の平和主義がゆがめられようとしていることに非常に強い危機感を持っている。しっかり訴えていきたい」と述べ、首相に論戦を挑む姿勢を鮮明にした。
　ただ、改憲では党内に賛否両論を抱えるため、公約は「未来志向の憲法を国民とともに構想する」と、綱領に沿って曖昧な書きぶりとなった。
　おおさか維新の会は、教育無償化、道州制導入を憲法に明記することを掲げた。
参院選公示 各党党首が支持訴え
ＮＨＫ6月22日 18時52分
第２４回参議院選挙が２２日に公示されて１８日間の選挙戦に入り、各党の党首が支持を訴えました。
自民 安倍総裁
自民党総裁の安倍総理大臣は熊本市で、「私はどうしても第１声を熊本から発しようと考えた。熊本の復興に対する私たちの強い意思を全国に発信しようと考えたところだ。選挙戦の最大のテーマは経済政策だ。野党は口を開けば批判ばかりを行い、『アベノミクスは失敗した』ばかりだ。しかし本当にそうなのか。この戦い、前進か後退か、日本を成長させ、地域を豊かにしていくのか、あるいは４年前に逆戻りしてしまって、あの暗い低迷した時代に戻るのか、それを決める選挙だ」と訴えました。
民進 岡田代表
民進党の岡田代表は甲府市で、「安倍政治の暴走を止め、政治の流れを変える。３分の２の議席を許せば、安倍総理大臣は必ず憲法改正をやる。集団的自衛権を限定なく行使できる国への道に踏み込ませてはならない。３０代、４０代になっても給料が増えず、結婚すら諦めざるをえない若者がたくさんいるのが現実で、分配と成長を両立させる政策こそ、本当の意味の経済政策だ。経済を大きくすればいいというアベノミクスは邪道だ」と訴えました。
公明 山口代表
公明党の山口代表はさいたま市で、「この３年余り、われわれは、経済の再生、デフレ脱却の道を目指して、着実に結果を出してきた。税収が増えてきたという結果を、まだアベノミクスが及んでいない人々に、きちんと分けていくことが大事だ。選挙のあとに、どうやって政治に責任を持つかを全く明らかにせずに、統一候補だなんだと言っている民進・共産両党に、これからの政治を任せるわけにはいかない」と訴えました。
共産 志位委員長
共産党の志位委員長は東京・新宿区で、「野党は、安保法制を廃止し、立憲主義を取り戻す、この大義の下に結束している。立憲主義を取り戻すというのは、憲法をちゃんと守る、まっとうな政治を取り戻すということだ。あれこれの政策の違いがあったとしても、これを横に置いてでも、最優先にやるべき仕事ではないか。今度の選挙は『安倍暴走政治』の全体が問われる」と訴えました。
維新 松井代表
おおさか維新の会の松井代表は大阪市で、「今回の選挙のキーワードは『せこい』だ。大阪府庁や大阪市役所では、鉛筆１本、紙１枚むだにしないよう、細かく使うのが当たり前だ。大阪で行っていることを全国でやれば増税する必要はない。『政治とカネ』の問題で、ざる法となっている政治資金規正法を見直していきたい」と訴えました。
社民 吉田党首
社民党の吉田党首は東京・新宿区で、「今度の参議院選挙は、憲法を守らない『安倍政治』の暴走を止める選挙だ。『安倍政治』の対極にあるのが社民党の政策であり、社民党が守ってきた平和憲法を生かして、戦争をしない国を目指そうではないか」と訴えました。
生活 小沢代表
生活の党の小沢代表は岩手県二戸市で、「これ以上、アベノミクスのエンジンを吹かされたら、国の将来も、国民の生活も、全く危ういものになってしまう。次の衆議院選挙まで自民党政権はかわらないが、安倍総理大臣だけはかえなければならない」と訴えました。
こころ 中山代表
日本のこころを大切にする党の中山代表は東京・中央区で、「憲法は民族の発露であり、日本の伝統や心が入っていなければならない。独立国家として国民や国土を守る、この国家の意思を明確に示し、国際社会で信頼される国を作らなければならない」と訴えました。
改革 荒井代表
新党改革の荒井代表は東京・港区で、「アベノミクスを成功させるためには、エンジンを吹かすだけではできない。家庭にハンドルを切って進んでいかなければ問題は解決しない」と訴えました。
共産党・志位和夫委員長＝各党首第一声【１６参院選】


参院選が公示され、第一声を上げる共産党の志位和夫委員長＝２２日午前、東京・ＪＲ新宿駅東口
◇安倍暴走政治に審判
　全国３２の１人区全てで野党統一候補が実現した。戦後、かつてない画期的な選挙だ。共産党の躍進と野党共闘の勝利で、新しい政治の希望ある扉を開こうではないか。憲法違反の安全保障法制、戦争法はきっぱり廃止するしかない。９条改憲を許すなという審判を下そう。アベノミクスの失敗は明らかだ。消費税１０％への増税は先送り実施ではなく、きっぱり断念すべきだ。共産党の大躍進で、安倍暴走政治にノーの審判、チェンジの意思を示そう。（東京・ＪＲ新宿駅前で）（時事通信2016/06/22-12:03）
民進党・岡田克也代表＝各党首第一声【１６参院選】


参院選が公示され、第一声を上げる民進党の岡田克也代表＝２２日午前、甲府市
◇政治の流れを変える
　安倍政治の暴走を止め、政治の流れを変える。日本に新しい政治の風を吹かせる第一日が始まった。もし３分の２を許せば必ず憲法改正をやってくる。まず３分の２を取らせないこと。そして与党が改選議席で過半数を目指すと言うなら、それを打ち砕くのが私たちの目標だ。アベノミクスは限界にぶち当たっている。分配と成長を両立させる政策こそ本当の意味の経済政策だ。「経済は大きくすればいい。そのうち滴り落ちて来る」などというアベノミクスは邪道だ。（甲府市で）（時事通信2016/06/22-11:45）
社民党・吉田忠智党首＝各党首第一声【１６参院選】


参院選が公示され、第一声を上げる社民党の吉田忠智党首＝２２日午前、東京・ＪＲ新宿駅東南口
◇安保法９条骨抜きに
　憲法改悪を阻止する。それが今回の参院選の大きな争点だ。平和憲法を生かし、戦争をしない国を目指す。戦争法、安全保障関連法は憲法９条を骨抜きにし、平和国家の在り方を１８０度変えるものであり、断じて容認できない。アベノミクスは１％の富裕層・大企業を大事にして、９９％の国民を犠牲にする経済政策ではないか。「社民党が小さくなって、日本の政治が悪くなった」と言われた。社民党に議席を与えていただければ、日本の政治が必ず良くなる。（東京・ＪＲ新宿駅前で）（時事通信2016/06/22-11:48）
生活の党・山本太郎共同代表＝各党首第一声【１６参院選】


参院選が公示され、第一声を上げる生活の党の山本太郎共同代表＝２２日午前、東京・ＪＲ新宿駅南口
◇いびつな社会を変革
　ワーキングプアや格差社会への対策に全力を挙げたい。不公平でいびつな日本社会の原因は政治にある。減税を望み、労働者を切り捨てようとする企業の代表が国会に入り、ルール改正を日々行っている。そんな社会を変えたい。そのために、税金の取り方、分配の仕方を変えていく。正しい分配を行い、セーフティーネットを整えていく。消費税増税、集団的自衛権、憲法改正などは今の政治をコントロールしている人たちが進めようとしていることだ。（東京・ＪＲ新宿駅前で）（時事通信2016/06/22-15:30）
自民党・安倍晋三総裁＝各党首第一声【１６参院選】


参院選が公示され、第一声を上げる安倍晋三首相＝２２日午前、熊本市中央区
◇アベノミクス道半ば
　選挙戦の最大のテーマは経済政策だ。野党は口を開けば批判ばかりしている。確かにアベノミクスは道半ばだ。だからと言ってこの政策をやめてしまえば、あの４年前の暗く停滞した時代に逆戻りする。民進党は共産党と共にこの選挙を戦っている。共産党は熊本地震の際、昼夜を分かたず頑張ってくれた自衛隊は憲法違反で将来、解散するとまで言っている。こんな無責任な人たちに子どもたちの未来を託すことはできない。この戦い、前進か後退かそれを決める選挙だ。（熊本市で）（時事通信2016/06/22-11:53）
公明党・山口那津男代表＝各党首第一声【１６参院選】


参院選が公示され、有権者らに訴える公明党の山口那津男代表＝２２日午前、さいたま市大宮区
◇経済成長で成果分配
　野党は説得力のある経済対策を何も示していない。これまでの取り組みの成果を生かして社会保障の充実に向けていこう。経済がもっと成長して、その成果を皆さんに分配をしていく。これが公明党の進める日本の道だ。今回、憲法改正が争点と声高に言う人たちがいる。しかし、皆さんに選択肢を示すような状況には至っていない。民進党こそ党内が憲法の考え方でバラバラで、批判をかわすために改正を訴えている自民党を非難している。そう思えてならない。（さいたま市で）（時事通信2016/06/22-11:58）
おおさか維新の会・松井一郎代表＝各党首第一声【１６参院選】


参院選が公示され、第一声を上げるおおさか維新の会の松井一郎代表＝２２日午前、大阪市中央区
◇政治資金使い方改革
　この国の知事や政治家は政治資金の使い方がせこい。家族で旅行に行くのも政治資金だ。これはルールがおかしい。変えなければならないのに誰も変えようとしない。大阪では府議も市議も定数を減らし、報酬もカットしている。本気でやった。とにかく政治とお金。政治資金規正法。あのザル法を見直していきたい。今、おおさか維新の会のメンバーは参院議員で５人。あと６人いないと法律を出せない。全国でわれわれの仲間をつくってもらいたい。（大阪・南海難波駅前で）（時事通信2016/06/22-13:02）
日本のこころを大切にする党・中山恭子代表＝各党首第一声【１６参院選】


参院選が公示され、第一声を上げる日本のこころを大切にする党の中山恭子代表＝２２日午前、東京都中央区
◇憲法に日本の伝統を
　政治の場に、みんなで助け合い信頼し合う日本の社会の心を取り入れたい。憲法そのものが民族の発露だ。日本の伝統や心が入った憲法をつくりあげる。景気が停滞している中、消費税引き上げはしてはならない。経済成長なくして私たちの所得が増えることはない。所得を増やす経済政策をとらねばならない。拉致問題が進展していない。日本が独立国家として、国民、国土を守る国家の意志を明確に示し、国際社会の中で信頼される国をつくっていかねばならない。（東京・銀座で）（2016/06/22-11:52）
新党改革・荒井広幸代表＝各党首第一声【１６参院選】


参院選が公示され、第一声を上げる新党改革の荒井広幸代表＝２２日午前、東京・ＪＲ新橋駅前
◇脱原発で経済成長を
　原発をやめさせるただ一つの保守政党だ。アベノミクスを成功させるためには、格差是正や地方や中小企業、そして家庭にハンドルを切ってエンジンを吹かさなければ問題は解決しない。お風呂釜などをエネファームという水素燃料電池に換えれば、光熱費は４割削減され、所得が増えるのと全く同じ（効果）だ。２０００万世帯が導入すれば、原発１５基がいらない。反対だけの野党、いばる与党、大政党だけでは、みなさんの意見をくみ取ることはできない。（東京・ＪＲ新橋駅前で）（時事通信2016/06/22-12:59）
自民・安倍総裁の第一声「最大のテーマは経済政策」 
日経新聞2016/6/22 10:42
　選挙戦の最大のテーマは経済政策だ。確かにアベノミクスは道半ばだ。しかし、今この政策をやめてしまえば暗く停滞した時代に逆戻りする。やるべきは今の政策を力強く前に進めていくことだ。力強く前に進めていくのか、暗く低迷した時代に逆戻りするのかを決める選挙だ。民進党は共産党と共にこの選挙を戦っている。共産党は自衛隊を将来解散すると言う。こんな無責任な人たちに子どもたちの未来を託すことはできない。前進か後退か。前進を勝ち取っていきたい。（熊本市）
民進・岡田代表第一声「安倍政治の暴走止める」 
日経新聞2016/6/22 10:44
　安倍政治の暴走を止めて政治の流れを変える。まず与党に参院で３分の２の議席を取らせないことだ。それを許せば憲法９条改正を必ずやってくる。与党が改選過半数を目指すのなら打ち砕くのが私たちの目標だ。アベノミクスはすでに限界に当たっている。将来に希望を持てる状況をつくりだすことこそが経済成長にもつながる。安心してお金を使える状況にし、分配と成長を両立させることこそ本当の経済政策だ。アベノミクスは邪道だ。転換しないといけない。（甲府市）
公明・山口代表第一声「消費増税の環境を整備」 
日経新聞2016/6/22 11:57
　３年半、政治を安定させることができた。経済再生とデフレ脱却をめざし結果を出してきた。アベノミクスの成果が及んでいない人に行き渡らせる。公明党が連立政権にいることが大事だ。消費増税は２年半延期する。消費税を上げられる環境を整える。憲法改正が争点になると声高に言う人がいるが、国会の議論が深まっていない。国会で議論を深め、国民の理解を得られるようにする。主張が違うのに統一候補を立てている民共に政権を任せるわけにはいかない。（さいたま市）
共産・志位委員長の第一声「立憲主義取り戻す」 
日経新聞2016/6/22 11:59
　日本の命運がかかった歴史的な選挙だ。安倍政権による憲法違反の戦争法の強行という危険な動きが起こった。これに反対して、戦後かつてない市民運動がわき起こり、野党共闘が前進していることは日本の未来にとって大きな希望だ。共産党はこの選挙で２つの目標にチャレンジする。１つは野党と市民との共闘を成功させる。安保法制の廃止、立憲主義を取り戻す大義のもとに結束している。憲法を守るまっとうな政治を取り戻す。第２に共産党の躍進を勝ち取る。（東京・新宿）
おおさか維新・松井代表第一声「政治資金規正法見直す」 
日経新聞2016/6/22 12:16
　参院選は「せこい」がキーワードだ。この国の政治家は税金の使い方がせこい。家族で旅行に行くのも政治資金。ルールがおかしいのに変えない。消費増税で４兆円が出てくるとされるが、大阪流せこせこ行政運営術を全国でやれば増税は必要ない。政治資金規正法を見直す。こんなバカな法律は変えなければならないが、自民党から共産党までスルーだ。権力のある人、既得権益のある人たちがポケットに入れる。国において第一の仕事は政治資金規正法改正案を出すことだ。（大阪市）
社民・吉田党首の第一声「憲法改悪を阻止」 
日経新聞2016/6/22 12:01
　これからの日本の針路を左右する極めて重要な選挙だ。憲法を守らず、国民の命や暮らしを顧みない安倍政治の暴走を止める選挙だ。憲法改悪を阻止するのも大きな争点だ。安倍政治の対極にあるのが社民党の政策だ。平和憲法を生かし、戦争をしない国を目指す。集団的自衛権の行使はできないとの解釈を変えた。戦争法が最大の争点だ。アベノミクスによって破壊された国民生活を立て直す。（東京・新宿）〔共同〕
生活・玉城幹事長の第一声「米軍基地の辺野古移設反対」 
日経新聞2016/6/22 12:06
　安倍政権は「アベノミクスは道半ば」と言うが、実は迷い道でうろうろしていて出口が見つからない。政権は有効求人倍率など都合の良い数字を並べるが、伸びているのは非正規雇用。仕事に就かなければ食べる物にも困るという国民の不安の表れだ。米軍普天間基地（沖縄県宜野湾市）の名護市辺野古移設反対という民意をしっかり主張し、安倍政権の圧力に負けず、勝ち抜いていこう。（那覇市）
生活・山本共同代表第一声「長時間労働と低賃金是正を」 
日経新聞2016/6/22 12:13
長時間労働と低賃金の是正が必要だ。大企業の税金が安くなり、皆さんへの増税で賄われている。大企業から政治献金をもらって当選したい人たちが、国会で大企業のためのルール改正をしている。安倍政権が始まってから、0.1％の人たちにしか光が当たらない。あまりにもあり得ない不公平を是正しよう。なぜ原発をやめられないのか。皆さんのリスクにしかならない原発はやめよう。（東京・新宿）〔共同〕
こころ・中山代表第一声「信頼し合う心を政治に」 
日経新聞2016/6/22 12:07
　長い年月をかけて培ってきた日本の心は素晴らしいものだが、政治の場には取り入れられていない。助け合い、信頼し合う日本の心を政治に取り入れたい。憲法には、日本の伝統や心が入っていなければならない。そうした憲法を作り上げるため、私たちの憲法草案の概要を発表した。みんなで大いに議論を進めたい。消費税率の引き上げに関しては、昨年の早い段階から凍結を主張してきた。（東京・銀座）〔共同〕
新党改革・荒井代表第一声「家庭の発電促進、原発やめる」 
日経新聞2016/6/22 12:08
　新党改革は提案型の政党で、原発をやめさせるただ一つの保守政党だ。アベノミクスを成功させる知恵と実績のある政党でもある。アベノミクスの成功には、ただエンジンを吹かすだけではだめだ。格差是正、地方、中小企業、家庭に目を向けてハンドルを切り、エンジンを吹かさなければならない。技術改革を進め、燃料水素電池を家庭に導入する。家庭で発電し、皆が参加しながら原発をやめる。（東京・新橋）〔共同〕
産経新聞2016.6.22 14:45更新 
【参院選】自民・安倍晋三総裁（首相）「暗い低迷した時代に戻るのかを決める選挙だ」「無責任な人たちに子供たちの未来を託すことはできない」

第一声を上げる自民党の安倍晋三総裁＝２２日午前、熊本市中央区 
　参院選が公示された２２日、自民党の安倍晋三総裁（首相）は熊本市の熊本城で第一声を行い、政権の経済政策「アベノミクス」に関し「力強くこの政策を前に進めて日本を成長させ、地域を豊かにしていく」と述べた。詳報は次の通り。
◇
　熊本県の皆さま、安倍晋三です。本日は雨の中、わざわざこうしてお集まりをいただいたこと厚く御礼を申し上げます。本日からいよいよ参議院選挙、スタートする。私はどうしても第一声を熊本から発しようと、このように考えた。それはあの震災後、一生懸命復旧に向けて頑張っておられる熊本の皆様を少しでも励ますことができれば、そして熊本の復興に対する私たちの強い意志を全国に発信しよう、そう考えたところだ。
　熊本におきましては、一昨日の大雨によって尊い犠牲者が出た。あらためて大雨被害によって犠牲となった方々に対しましてご冥福をお祈りしたいと思う。また熊本地震によってお亡くなりになられた方々に対しまして哀悼の誠をささげ、全ての被災者に対しましてお見舞いを申し上げたいと思う。
　発災以来、わが党の候補者である松村（祥史参院議員）さんは、一日でも早く復旧・復興が進むように全力を尽くしてくれた。地域の情報を日々、官邸に上げ、対策を組み上げ、きめ細かな対応を進めていく上においては大きな力になってくれた。松村さんは、小規模事業、中小企業の経営者として現場を大切にしてきた。その感覚において、今回も現場を大切にし、苦しむ人々の立場に立って行動してきた。松村さんを再び国会に送っていただけるよう、まずもって厚く御礼申し上げる。
　われわれ、一日も早い熊本の復興を目指す。農地も被害を受け、中小企業も被害を受けた。さまざまなインフラが被害を受けた。現在、避難所においては、いまだ６０００人の方々が困難な生活を強いられている。少しでも早く安心できる場所に、住まいに移っていただけるよう、全力を挙げている。仮設住宅の建設も急ピッチで進んでいる。すでに入居が始まっている多くのみなさまに、一日でも早く、安心して住める住まいに移っていただけるよう、全力を傾け、さらにみなさんが震災前の笑顔を取り戻し、安心して暮らせ、そして明日に希望を持てる熊本を、そして、加藤清正公以来、４００年にわたって熊本を見守ってきた、この熊本城が、あの威厳を再び取り戻す日がやってくるまで、われわれは全力を尽くしていくことをお誓いする。
　発災以来、わが党の候補者である松村（祥史参院議員）さんは、一日でも早く復旧・復興が進むように全力を尽くしてくれた。地域の情報を日々、官邸に上げ、対策を組み上げ、きめ細かな対応を進めていく上においては大きな力になってくれた。松村さんは、小規模事業、中小企業の経営者として現場を大切にしてきた。その感覚において、今回も現場を大切にし、苦しむ人々の立場に立って行動してきた。松村さんを再び国会に送っていただけるよう、まずもって厚く御礼申し上げる。
　われわれ、一日も早い熊本の復興を目指す。農地も被害を受け、中小企業も被害を受けた。さまざまなインフラが被害を受けた。現在、避難所においては、いまだ６０００人の方々が困難な生活を強いられている。少しでも早く安心できる場所に、住まいに移っていただけるよう、全力を挙げている。仮設住宅の建設も急ピッチで進んでいる。すでに入居が始まっている多くのみなさまに、一日でも早く、安心して住める住まいに移っていただけるよう、全力を傾け、さらにみなさんが震災前の笑顔を取り戻し、安心して暮らせ、そして明日に希望を持てる熊本を、そして、加藤清正公以来、４００年にわたって熊本を見守ってきた、この熊本城が、あの威厳を再び取り戻す日がやってくるまで、われわれは全力を尽くしていくことをお誓いする。
　今回の選挙戦の最大テーマは経済政策だ。野党は口を開けば批判ばかりしている。アベノミクスは失敗した、そればかりだ。しかし本当にそうか。われわれは政権を奪還し、３年間で雇用を１１０万人増やし、そして有効求人倍率は２４年ぶりの高い水準。それも東京だけでなく、全国各地で１倍を超える状況を作り出すことができた。この熊本県においても１・２７倍。１００人の職を求める人に対して１２７の仕事がある、この状況を作り出すことができた。賃金も上がっている、３年連続、今世紀にはいって最高水準の賃上げが続いている。パートで働くみなさんの時給は過去最高となっている。それは私たちが３年連続、最低賃金を引き上げてきたからだ。この熊本県においても３年間で４１円、最低賃金は上がった。
　では、批判ばかりしている民主党政権時代の３年間はどうだったか。２３円です。われわれは民主党政権時代の約倍、最低賃金を引き上げることができた。民進党政権時代は１０万人雇用が減っていた。あれから私たちは３割、中小企業の倒産を減らした。
　まだ確かに、アベノミクスは道半ばだ。しかし、だからといって今、この政策をやめてしまえば、３年半前、４年前の暗く停滞した時代に逆戻りすることになっていきます。今年４月高校を卒業したみなさん、大学を卒業したみなさん、就職率は高い水準です。大卒者の就職率は過去最高、高卒者は２４年ぶりの高い水準になっています。やるべきことは、しっかりと今の政策を力強く前に進めることであります。この選挙戦で問われているのは、この経済政策を力強く前に進めていくのか、あるいは、やめてしまってあの若い人たちは頑張っても頑張ってもなかなか就職できなかった、暗く低迷した時代に逆戻りするのか、それを決める選挙であります。
　安全保障政策においても、民進党は共産党とともに、この選挙を戦っています。共産党はあれだけ頑張った、昼夜分かたず頑張ってくれたあの自衛隊が憲法違反だ、昨日も明確にそういった。そして、将来解散する。ここまで、言ってしまっているんです。こんな無責任な人たちに、私たちは子供たちの未来を託すことはできません。
　この戦い前進か後退か、力強くこの政策を前に進め、日本を成長させ、地域を豊かにしていくのか、みんなが良かったな、景気の実感を感じ取れるようなそういう日本をつくっていくのか、あるいは４年前に逆戻りしてしまって、中小企業が今よりも３割多く倒産している、若い人たちがなかなか就職できない、企業が海外にどんどん逃げてしまった、暗い低迷した時代に戻るのか、それを決める選挙であります。私たちは、松村さんとともに前進を勝ち取っていきたいと思います。どうぞ皆さんよろしくお願いを申し上げます（拍手）。
産経新聞2016.6.22 15:45更新 
【参院選】民進・岡田克也代表「与党の改選過半数打ち砕く」「アベノミクス、このままじゃダメ」

【参院選２０１６】甲府駅前で第一声を行う民進党の岡田克也代表＝２２日午前、山梨県甲府市（松本健吾撮影）　 
　参院選が公示された２２日、民進党の岡田克也代表は甲府市のＪＲ甲府駅北口で第一声を行い、「まず、３分の２をとらせない。（与党の）改選過半数打ち砕く」と述べた。詳報は次の通り。
◇
　みなさん、こんにちは。たくさんの皆様、ありがとうございます。いよいよこの日が始まりました。安倍政治の暴走を止め、政治の流れを変える。この日本に新しい政治の風を吹かせる、その第一日が、きょう始まりました。みなさん、頑張ろうじゃないですか！
　まず３分の２をとらせないこと。これ自身、簡単なことではありません。しかし、みなさん、安倍（晋三）首相の今まで言ってきたこと。きのうも随分、各テレビ局で議論しました。あの５月の党首討論で私が安倍さんに聞きました。「日本国憲法の平和主義というのは、いったいなんですか？」と。安倍さんの答えは驚くべきものでした。「侵略戦争しないことだ」。みなさん、日本国憲法の平和主義ってそういう意味なんですか？
　侵略戦争しないのは当たり前ですよ。侵略戦争したら国際法違反だ。私は日本国憲法の平和主義は、単に侵略戦争をしないということだけでなくて、一歩踏み込んで「専守防衛」「海外において武力行使しない」、これが日本国憲法の平和主義じゃありませんか、みなさん。それを首相が勝手に変えてしまっていいんですか、みなさん。こんな国で大丈夫なんですか。
　だからここで、もし３分の２を許せば必ずやってきますよ、憲法改正、特に９条。集団的自衛権の行使を限定なくできる国にしたい。血の同盟だ、日米同盟。こういう道に踏み込ませてはなりません。そのために、まず、３分の２、とらせないこと。そして、今、安倍さんは言います。「今回の改選議席で過半数を目標とする」。今の与党が「改選議席で過半数を目指す」というなら、それを打ち砕くのが私たちの目標じゃありませんか、みなさん。簡単なことではありません。だけど不可能なことではない。
　安倍さんは「アベノミクス」、ギアを２段、３段上げてエンジンを吹かせると言っている。いったいどうなるんですか、この国は。私は、安倍さんの経済政策すべてを否定しているわけではない。だけど、もうすでに限界にぶち当たっている。そして、さまざまな大きな問題が生じている。例えば、みなさん。なぜ、２０年前に２割だった非正規の働き方、今、４割超えたんですか？　小泉（純一郎）政権で、製造現場に派遣労働を認め、そして昨年、安倍さん自身が派遣法を改悪して、そして終生派遣ができるような道を開いてしまった。安心して働ける、そういう状況を望むのは万人の願いですよ。不安定な働き方で３０代、４０代になっても給料が増えない、だから結婚すらあきらめざるをえない、そういう若者たちがたくさんいるこの現実、みなさん、許しておいていいんですか、そんなこと。
　そして、子供の６人に１人が貧困。母子家庭、父子家庭の２世帯に１世帯が貧困。そんな国は世界中、先進国では、ありませんよ。これだって、政策がおかしいからこうなっているんですよ。そういうことをしっかりと変えていく政治が必要じゃありませんか？　高齢女性、単身の高齢女性、２人に１人が貧困。情けない話じゃないですか。一生懸命働いて、頑張ってきて、しかし、配偶者が亡くなってしまったら、年金も、国民年金半分になって、もう生活できないから、生活保護を申請せざるをえない。こんな国でいいんですか、皆さん。だから、そういうことにしっかりと手当てをしていく。そして、安心して生活できる、将来に希望が持てる、そういう状況を作り出すことこそが、経済成長にもつながるんです。
　ＧＤＰ（国内総生産）の６割は消費ですよ。安心してお金が使える状況、つまり、しっかりとした分配、この分配と成長を両立させる政策こそ、本当の意味の経済政策なんですよ。「でかくすりゃいい」と、経済を。「そのうち、したたり落ちてくるだろう」というアベノミクスは邪道だ！　どうか皆さん、ここは本当に大事なところ。彼らが「過半数をとる」と、そう言うなら、それを打ち砕いて、そして、「アベノミクス、このままじゃダメだ」と、「しっかりと新しい経済政策に転換しなきゃいけない」ということを、皆さんの意志で、行動であらわしていただきたいと思います。
　この山梨、全国で３２ある１人区の中でも、とりわけ大事な選挙区だ。輿石（東参院副議長）先生が、長年守ってきていただいた議席。だけど、選挙は簡単じゃありません。６年前だって大変な選挙でした。そして、今度は候補者が変わる。もちろん宮沢（由佳）さんというすばらしい候補者。さきほども輿石さんと２人で立ち話してたんですが、「どうだいい候補だろう」と。おっしゃる通りです（聴衆笑、拍手）。輿石さんが悪いって言ってるんじゃないですよ？（笑）。ぜひ、今までやってきたこと、考え方、素晴らしいこの宮沢さんを、ぜひみなさん、この素晴らしさを、まだ多くの方がまだ分かっていないんですから、広めてください、真剣になって。この選挙期間の間に１人でも声をかけてください。
　そして、この選挙が大事だということを、憲法改正にまでつながりかねないということ、そして私たちの生活を守らなきゃいけないということを、新しい経済政策に変えなきゃいけないということを、真剣に語っていただき、投票率を上げてください。投票率を上げてください。そして、この宮沢さんを、最後は１票でもいいですから、勝たせていただきたいんですよ。きょう私が来たのは、別にいい話ではありません。まさしく重要な選挙区。そして同時に、いま競っている選挙区だから、私は参りました。危機感をもって参りました。どうかこの危機感を共有していただいて、７月１０日まで、ぜひ、きょうお集まりの皆さんが、お一人お一人が戦い抜いていただいて、最後はお互い、「これで政治の流れ変えることができる」「新しい政治がはじまる」、そう笑顔で言えるようにしようじゃありませんか。どうかみなさんのお力添え、よろしくお願いします。頑張ります。
産経新聞2016.6.22 16:49更新 
【参院選】公明・山口那津男代表「安定の自公が大事。混乱の民共には任せておけない。１票も与えてはならない」

ＪＲ大宮駅前で第一声を行う公明党の山口那津男代表＝２２日午前、さいたま市大宮区（早坂洋祐撮影） 
　公明党の山口那津男代表は、参院選が公示された２２日、埼玉・ＪＲ大宮駅西口で第一声を行った。詳報は次の通り。
◇　
　みなさん、おはようございます。いよいよ、今日から参院選のスタートであります。決戦の火ぶたが切られました。皆さまのお力で公明党を勝たせてください。西田実仁を押し上げてください。なにとぞ、よろしくお願い申し上げます。
　３年前の参院選、私は「安定が希望です」と、こうお訴えをいたしました。皆さまのお力をいただいて、衆参のねじれを解消させていただき、政治を安定させることができました。
　そして、この３年余り、われわれは経済の再生、デフレ脱却の道を目指して、着実に結果を出してまいりました。皆さん、雇用が改善されたではありませんか。高校生の就職率は２４年ぶりの高い水準となりました。大学生の就職率も過去最高になったではありませんか。正規雇用の人も昨年は２６万人も増えたんです。そして全国で有効求人倍率、４７全ての都道府県で歴史上始まって１を超えるところまで発展をしました。
　こうやって確実に、雇用は改善されました。さらに働く場所ができたということですから、みんなが働いて賃金をもらえるようになってきた。しかも、企業は最高の利益をあげながら、給料を上げて、この３年間ベースアップが連続しているではありませんか。野党は実質賃金が上がらない。つまり物価も上がっているから、賃金が上がってもそれに追いつかない、そういうことを言っていました。しかし、昨年の秋から、この賃金の上昇の方が物価を上回って、実質賃金が上がってきた。この４カ月連続で実質賃金が上がってきているではありませんか。
　だから、皆さん。この結果は税金の収入に反映されているわけであります。国と地方を合わせて２１兆円もの税収増をこの３年間、結果を出したではありませんか。われわれはこうやって経済再生、デフレ脱却の結果が出ているということを率直に見なければならないと、こう訴えています。
　党首討論を１９日の日曜、そして昨日と合計６回やりました。やればやるほど、安定の自公が大事。混乱の民共には任せておけない。それがはっきりしてまいりました。
　この税収増、２１兆円の中には消費税８％によって増えた８兆円分が入っています。しかし、それを除いても１３兆円の税収増が結果として現れている。共産党の志位（和夫委員長）さんは「たった１３兆円だ」と。とんでもない話じゃありませんか。皆さんが汗水流して働いて、そして納めた税収が、１３兆円、実質的に伸びた。立派な結果じゃありませんか。
　これから大切なことは、この税収が増えて、われわれ連立政権のこの結果を、まだアベノミクスが及んでない人々にきちんと分けていくことが大事です。そして今、世界の経済が予断を許さない。もしリスクが現れて危機に陥ったら大変だ。そういう認識の下で新たにあらゆる経済対策を取っていこう、それがついこの間の伊勢志摩サミット（主要国首脳会議）の、世界の首脳の共通の認識であります。
　だからこそ、これから日本の経済をますます強くして、経済再生の道を進めてまいります。野党の皆さんはここをどうするかについて説得力のある、中身のある経済対策を何も示しておりません。
　私たちは、これまでの取り組みの成果を生かして、例えば社会保障の充実に向けていこう、若者や女性がもっともっと活躍できる社会の基礎を築いていこう。そのためには介護や保育の受け皿を増やし、そこで働く人々の処遇改善を進めていこう。これが私たちの進める方向だ。
　経済がもっと成長して、その成果を皆さんに分配していく。この成長と分配の好ましい循環を作り出していく、これが公明党の進める日本の道であります。どうぞ、皆さんのお力を貸していただきたいのであります。
　思い出してください。「一度やらせてみたら」、そういう声におされて、民主党政権ができました。しかし、皆さん、結果はどうでしたか。経済は無策、震災の対応は後手に回る。議論ばかりしていて、決められない政治。そんな政治は、まっぴらごめんであります。
　私たちは、公明党が連立政権の中にいることが大切だと申し上げてきました。ときに行き過ぎないように歯止めをかける。そしてこれからやるべきことは、どんどん加速して、スピードアップする。
　昨日の党首討論でも、安倍晋三総理大臣に私は申し上げた。確かにアベノミクスは結果を出してきた。しかし、まだ道半ばです。実感を感じられない人もいらっしゃるでしょう。だから、私たちはこれから、その実感が地方にも、中小企業にも、そして皆さんの家計や個人にも届くようにしていこう。それが、希望が行き渡る。ようやく届き始めたこの希望を全国に行き渡らせる。そういう「希望が、ゆきわたる国へ。」をつくっていこう、そういうことで問いかけました。
　アベノミクスの効果が及んでいない、例えば年金の受給者で、１０年かけたけれども、しかし２５年には届いていない。そういう人は資格がないから、年金をもらえない。その無年金の人たちにも、このアベノミクスの効果を及ぼして、資格を与えるような対策を取らなければならないんじゃないですか。そう安倍さんに申し上げました。
　安倍総理は、それは深刻で重大な問題です。喫緊の課題だから、予算編成の中で財源を見つけて、これを実現できるように、力強く進めていきたい。そう答えたではありませんか。これからそういうことをやっていくことが重要なんです。
　そして、消費税は２年半延期させていただくこととしました。国民の皆さんの６割近い方々が「ああ、良かった」と胸をなでおろしています。一方で、これからの財政再建、社会保障はどうなるか不安だという声も強いわけです。だからこそ、この２年半の間でやるべきことは、財源を見つけて可能な限り進めていく。そして２年半後には消費税率を１０％に上げられる環境を整えて、これを実行する。その際には、皆さんに応援していただいて、もう法律で制度の中に組み込まれた軽減税率を実施する。これが連立政権の皆さんに対するお約束であります。
　公明党のいいところは皆さんの悩む声、そして皆さんの心配する声をしっかり受け止めて、そして国会、地方議員、力を合わせ、ネットワークを生かして政策を実現していく。そういう小さな声を聞く力があるということです。先ほど西田実仁さんも、この預金者保護の法律を作り上げて、お年寄りの皆さんの心配な声を聞きつけ、そして地方議員も説得し、また他党の議員も説得して議員立法を作り上げた。まさに小さな声を聞く力がここに発揮されているではありませんか。
　この間の国会でも、熊本地震で起きている地震に際して皆さんから寄せられた義援金で、何とか立ち上がりたい。望む声が大きかった。しかし、その義援金が受け取ったときに金融機関から差し押さえを受けてしまう、そういう恐れもあったわけです。何とかしてほしい。そのような声に、公明党はただちに自民党に呼びかけ、他党のみなさんの理解もいただいて、もう国会が終わりかけていましたけれど、これをスピード成立させることができました。義援金差し押さえを禁止する法律。これをスピード成立させたのであります。
　ここにも小さな声を聞いて実現する、そういう力がある。それは与党にいる公明党がいればこその力です。生活実感に根ざした政策を実現する力が公明党にあります。軽減税率もその通りであります。
　そして今、若い皆さんが活躍できるように、これから、返さなくてもいい給付型の奨学金をつくっていこうとしています。なかなか政府は厳しい対応でした。しかし、この給付型奨学金、これを政府で決めるときに、この制度を創設しますと、はっきりと閣議決定の中に盛り込ませました。最初は入っていなかったんです。しかし、公明党が、これは必ずつくるべきだ、そう強く訴えて、「創設」という言葉が明記されたではありませんか。
　公明党は昨日、今日これを言ったわけではありません。親の経済力で子供が学ぶチャンスを失われる、それは許されるべきことではない。もう半世紀も前から、この給付型奨学金をつくるべきだ。一部の成績優秀者だけに限るのはやめるべきだ。そう言って、奨学金制度を拡充し、やっとこれを創設する方向性がはっきりしました。ぜひともこれを実際に実現していきたいと思います。
　そして、返さなくてもいい奨学金だけではなくて、利息のつかない無利子奨学金、あるいは今までの奨学金も、働いた収入に応じて柔軟に返すことができる所得連動の奨学金。こういうものも増やして、とにかく学びたいという意欲のある人には奨学金がもらえる仕組みを完璧に整えてまいりたい。それができるのは、公明党がいるからであります。
　平和外交の力が与党の中に必要です。公明党は、中国や韓国と独自の交流を続けてまいりました。お互いに信頼関係があります。率直にものごとを話し合うことができる。あの前の民主党政権で中国や韓国との関係が悪くなりました。われわれの連立政権が発足して、すぐさま私は中国に赴いて、習近平、今の国家主席にお会いをして、安倍総理の親書をお届けし、関係改善を進めるべきだ。こう強く訴えました。
　そして昨年、平和安全法制が成立した直後にも、韓国に行って朴槿恵大統領とお会いし、さらにその足で中国に行って習近平国家主席ともお会いし、安倍総理の親書をお届けした上で、日中韓首脳会談を早く開いて、お互いに関係を改善し、力を合わせていくべきです。強く訴え、その半月後に首脳会談が実現したわけであります。
　オバマ米大統領が広島を訪問されました。公明党は歴代駐日アメリカ大使に、現職のオバマ大統領が広島、長崎の被爆地をぜひ訪問すべきである、大使から要請してもらいたいと呼びかけてまいりました。３年前、私がアメリカに行ったときも、アメリカの核政策をかつて担ったキッシンジャー元国務長官にも「オバマ大統領にお伝えください。広島、長崎を訪問するように」と強くお願いをいたしました。「必ず伝えます。決めるのはオバマさんです」、そう約束してくださり、今回の訪問が実現したわけであります。
　一貫して、核兵器の廃絶を訴えてきた公明党が、こうやって対話で突破口を開くように働きかけて、結果が実現する。こういう公明党が平和外交の力をもって連立政権の中で活躍することが重要なのであります。
　皆さん、今回、憲法改正が争点だと声高に言う人たちがいます。しかし、国会では十分な議論もできず、何らの合意もできず、皆さんに選択肢をお示しするような状況には至っていない。しかし、自民党は結党以来、憲法改正、それは自主的に日本の国民がつくるべきだと長く訴えてきた政党です。党の総裁がその目標を言うのは、ある意味で当然であります。
　しかし、実際に国会が、国民の皆さまに発議するためには、衆院でも参院でも３分の２以上の多数の合意が形成されなければなりません。まだまだ、とてもそこに至るような状況ではない。この国会だけが発議できるんですよ。政府ではありません。いかに安倍さんといえども、総理大臣の立場で憲法改正を発議することはできないんです。
　今の憲法には、内閣そして大臣は憲法を尊重し、擁護する義務があるとはっきり書かれているからであります。この改正の議論ができるのは、国会にいる議員や政党なんですよ。だから、これから必要なことは、憲法改正についてもしっかり国会で議論を深めていく。そして国民の皆さんの理解を得られるようにしていく。さらに、もっと言えば国民の皆さんの方から、憲法のここをこのように変えた方がいい、そういう声がわき上がってきたときに初めて国会での発議が整っていく。私はそういう順番ではないかとさえ思っております。
それを、憲法改正をやろうとしている、企んでいる、そうやってレッテルを貼ろうとしている、そう言っている民進党こそ、党内が、憲法の考え方でバラバラで、その批判をかわすために、改正を訴えている自民党を非難している。そう思えてなりません。
　そんなことを言う前に、民進党は、自分の党の中をちゃんとまとめて、説得力のある政権構想を出したらどうですか。共産党は、国民連合政府をつくるべきだ、合意しよう、次の総選挙までにやろうと民進党に呼びかけているんです。岡田（克也代表）さん、どうですかと聞いたら、そんな考えは今、持っていない。そうやって拒否しているんです。
　そんな、選挙の後にどうやって政治に責任を持つか、全く明らかにしないで、やれ統一候補だ、何だと言っている「民共」の皆さんにこれからの政治を任せるわけにはいかないのであります。
　共産党は、共産主義の世の中を実現するんだったら、憲法改正をしなきゃならないでしょう。自衛隊は憲法違反だ。昨日も言いましたよ。その憲法違反の自衛隊だったら、憲法違反の法律は全部、効力がない。無効なんです。しかし、選挙が終わって、自分たちが勝ったら、自衛隊はそのまま災害派遣や、あるいは武力攻撃がやってきたときに自衛権を発動するんだということを平気で述べています。
　しかし、憲法違反の自衛隊に、そんな仕事をさせていいのか。全く自己矛盾ではありませんか。自衛隊を動かすための法律が無効だと言っているのに等しいのに、超法規的に自衛隊を動かすというのであれば、それは全く彼らの言う「立憲主義」に違反していると言わざるを得ないと思います。そういう中途半端で、矛盾だらけのことを言ってはばからない人たちに、これからの政治を任せるわけにはいきません。
　揚げ句は、国民の皆さんの課題となっている消費税について、共産党は消費税は中止しろ、廃止だと言ってきました。しかし、昨日、岡田さんは民進党は消費税を２年後に上げるべきだ、消費税について共産党との間では、何らの合意もない、一致もない。そうはっきり述べている。そんな具体的な社会保障を担う消費税について、何らの合意もなくて統一候補だ、やれ何だという民共の皆さんに１票も与えてはならないと思います。
　この埼玉選挙区は定数３。そして自民党候補と、われわれ与党の西田実仁候補、この与党で２議席を取らなければ過半数を達することはできません。しかし民共に挟まれて、西田実仁は大苦戦をしております。ここを勝ち抜くためには、皆さんのお力が必要であります。政策の一致もない。ただ選挙のときだけ野合する。そして選挙の後は責任ある政治の姿を示さない、そんな民共に政治を負けるわけにはいかないのであります。どうか、実績ナンバーワンの実力者、西田実仁を皆さんのお力で勝たせてください。押し上げてください。なにとぞ、よろしくお願い申し上げます。心からお訴え申し上げまして、応援のごあいさつ、出陣のごあいさつとさせていただきます。ご静聴ありがとうございました。
産経新聞2016.6.22 16:39更新 
【参院選】社民・吉田忠智党首「平和憲法を生かし、戦争をしない国を実現する」

都内で第一声を行った社民党の吉田忠智党首＝２２日午前、東京都新宿区（寺河内美奈撮影）　 
　社民党の吉田忠智党首は２２日、参院選の第一声を東京・新宿駅東南口で行った。詳報は次の通り。
◇　
　みなさん、おはようございます。社民党党首比例代表候補の吉田忠智でございます。工事を中断していただいている皆さんのご協力に感謝申し上げる。皆さんいよいよ参院選の公示であります。これからの日本の針路を左右する極めて重要な選挙だ。明日からは期日前投票が始まります、どうか皆さん、選挙に行ってください。皆さんの一人一人の１票が必ず政治を良くする、皆さんの暮らしを良くする。
　今度の参院選は憲法を守らない、国民の命や暮らしを顧みない、そして目的のためには手段を選ばない安倍晋三政治の暴走を止める選挙だ。そして総理は自分の任期中に憲法改正の国民投票を行いたいと言った。この参院選で３分の２以上の議席を得たいとはっきり言った。最近は全く言わなくなりましたが、憲法改悪を阻止する。これも今回の参院選の大きな争点だ。
　社民党はこの東京選挙区では６年ぶりに増山麗奈さんを候補者として擁立した。話を聞いていただいた通り、戦場に行って戦争の怖さを、まさに貧困のむごさを知っている、若者や国民の痛みを知っている候補者だ。増山さんをはじめ、東京選挙区、神奈川選挙区、愛知選挙区、福岡選挙区の４つの選挙区で社民党は公認候補を擁立した。そして比例代表は私、吉田忠智、福島瑞穂をはじめ、前回を大きく上回る７人の候補者を擁立した。
　そして３２の１人区では社民党が野党共闘の要石、調整役を果たして、３２の選挙区全て候補者を一本化することができた。どうか皆さん東京選挙区の増山麗奈、そして他の３つの選挙区、比例代表は吉田忠智、福島瑞穂をはじめとする候補者、そして全国の社民党推薦候補者に対する温かい支援と支持をいただきますよう心からお願いします。
　安倍政治の対極にあるのが社民党の政策だ。社民党は今回６つの重点政策を掲げて戦う。その一つは平和憲法を生かし、戦争をしない国を目指す、実現するということだ。昨年、どこをどう説明しても憲法違反の戦争法、安全保障関連法が強行採決された。安保環境が変わったという理由だけで、自民党政権のもとでも積み上げてきた集団的自衛権の行使はできない、武力行使の一体化につながる後方支援はできないという解釈を自分が最高責任者だといって変えた。
　そして、日本の自衛隊がいつでも世界中どこでも出て行って、そういう法律に変えたから、まさに憲法９条を骨抜きにし、日本の平和国家のあり方を１８０度変えるものであり、断じて容認できない。子や孫を戦場に送るわけにはいかない。この戦争法、安保関連法も参院選の最大の争点だ。長年、社民党が守ってきた平和憲法を生かして戦争をしない国をつくろうじゃありませんか。そして民意を無視した辺野古の新基地建設、海兵隊の撤去も強く求めていきたい。
　重点政策の２つ目。被災地の復興だ。東日本大震災、熊本・大分大地震、そして今、九州を中心に豪雨が続いているが、被災者に寄り添った人間の復興、社民党はしっかり重点的に取り組んでいく決意だ。
　そして３つ目。アベノミクスにより破壊された国民生活を立て直す、格差を是正する。そして国民の暮らしや雇用を立て直すことだ。アベノミクスは１％の富裕層、大企業を大事にして９９％の国民を犠牲にする経済政策ではありませんか。今年で大企業の内部留保は３６７兆円になった。去年よりも２２兆円も増えた。いくら法人税率を引き下げても企業は設備投資にも労働者の全体的な賃金引き上げには回っていません。
　それどころか、非正規労働者は２０００万人を超えた。この間の労働法制の改悪でタクシーやバスやトラックなど第一線で働く方の生活が脅かされている。そうした中でも安倍政権は企業にとって使い勝手のいい。労働者派遣法の改悪を昨年強行した。その上に残業代ゼロ制度や金銭による解雇ルールの法制化が進められている。それでなくても長時間労働、過労死の問題が大きくなっている。社民党は働く人が安心して働ける政策、制度の充実。非正規から正規へ。最低賃金の引き上げ、そして同じ職種なら同一賃金にしていく。そのことを強く進めたい。
　そして消費税は２年半先送りされるようだが、皆さん、パナマ文書で明らかになったが、大企業、富裕層がタックスヘイブンといわれるところで税金逃れをしている。大企業の不公平税制、富裕層の不公平税制をそのまま温存したままだ。内部留保がどんどん増えていく一方で、国民の家計所得には反映されている。大企業優遇税制を廃止して、所得税の累進性を強化する。最高税率をいまの４５％から引き上げていく。そして金融や資産課税も強化する。不公平税制を是正すればいま進められている年金や医療や介護の改悪をしなくて済む。保育も教育も充実できる。社民は不公平税制の是正、年金、介護、医療、子育て、教育の充実、しっかり取り組んでまいります。
　４つ目は若者の問題だ。社民党は若者の居場所と雇用をつくる。若者の居場所と希望をつくる。そのことを重点政策に掲げている。いま本当に若者が将来に希望を持てない日本になっている。高校、大学を卒業しても正社員になれる人は５０％もない。そしてブラック企業といわれる心ない企業が横行している。そして大学生も５２％の人が有利子の奨学金を借りている。
　奨学金だけでは足りないから、アルバイトをする。アルバイトをしているところがブラックバイト。そして奨学金を借りて大学を卒業したけれども非正規雇用しか就職できなかった。３００万も４００万も大金を返さなければならないという厳しい実態も報じられている。こうした若者の実態を改善していかなければいけない。社民党はこれまで若者と向きあって、若者政策をしてきた。給付型奨学金の創設、実効力のある給付型奨学金にしなければならない。そしてブラックバイト、ブラック企業の根絶、そして住宅。住宅政策を福祉政策としてしっかり進めていきたい。そしてＬＧＢＴの皆さんや一人親家庭の課題もしっかり取り組んでいく。
　脱原発社会の実現だ。東京電力福島第一原発事故が起きて５年３カ月。いまなお数万人以上の人がふるさとに帰れない。事故の原因も究明できていない。一度、原発事故が発生すればふるさとを元通りにするのがどれだけ大変なことか。原発がどれだけ危険なものか身に染みて分かったんじゃないでしょうか。そして３年間原発が止まっていたが、原発ほど高いことはない。それも明らかになった。この脱原発社会の実現も参院選の大きな争点。脱原発政党・社民党、しっかり力強く訴えていきたい。
　最後の６番目は農林水産業、地域社会の再生だ。ＴＰＰ（環太平洋戦略的経済連携協定）は大筋合意がされたが、究極の新自由主義、多国籍企業の利益のためのＴＰＰ、断じて容認できない。７年後には全ての農林水産物が自由化される。保険も医療も教育も全て丸裸になされ、国民生活に大きく影響がでてくるＴＰＰは即刻離脱すべきだ。改めて訴えたい。
　その上で戸別所得補償の品目拡大など農業政策、支援強化を訴えていく。そして地方。地方創生というが、自治体の創生計画を一つ一つ審査して補助金を交付する中央集権型のいまの政治は一つも変わっていない。もっと地方に権限や財源を移して、地方自治体の使い勝手のいい政策にしなければならない。そうした農林水産業、地域社会の再生に向けて社民党、全力を挙げる。
　社民党党首になって２年７カ月。国民に信頼される、選択に値する社民党に変えていきたい。今一度、国民の支持と理解をいただきたい。全国を回ってきた。社民党の政策を訴えてきた。「社民党が小さくなって日本の政治が悪くなった。社民党もっと大きくなれ、頑張れ～」と言われる。
　皆さん、参院選で社民党に力を与えてください。社民党に力を、議席を与えていただければ、日本の政治が必ず良くなる。東京選挙区では増山麗奈、そして全国の社民党公認、推薦候補、比例代表では私、吉田忠智、福島瑞穂、そして５人の比例代表候補。社民党に温かいご支援、ご支持をいただきますように心からお願い申し上げました党首、比例代表候補の吉田ただともの訴えにさせていただきます。どうかよろしくお願いします。ありがとうございました。
産経新聞2016.6.22 18:39更新 
【参院選】生活・小沢一郎代表「安倍さんのや

二戸市内で第一声を行った生活の党と山本太郎となかまたちの小沢一郎代表＝２２日午後、岩手県二戸市（川口良介撮影）　 
　生活の党と山本太郎となかまたちの小沢一郎代表は２２日午後、参院選の第一声を岩手県二戸市内で行った。各党党首が午前中に第一声の演説を行う中、小沢氏は地元で聴衆約６０人を前に「これ以上アベノミクスのエンジンをふかされたら、国の将来は危うい」などと訴えた。小沢氏の第一声の詳報は次の通り。
◇
　皆さん、こんにちは！　ただいま、ご紹介たまわった小沢一郎だ。お忙しい中、街頭に足を運んでいただき本当にありがとうございます。心から御礼申し上げます。今日からいよいよ参院選が始まった。私どもは野党４党一致して（参院選岩手選挙区に）木戸口英司候補を推薦して、皆さんに信を問おうとしているところだ。本来なら候補者本人が来て皆さんにあいさつするところだが、なにしろ郷土は県土が膨大で、１日ではなかなか回りきれない。
　今回の選挙にあたり、昨日も安倍（晋三首相）さんと一緒だったが、彼はこれからますますアベノミクスのエンジンをアクセル踏んでふかすんだと言っている。しかし皆さん、これ以上アベノミクスのエンジンをふかされたのでは国の将来も、国民の生活も全く危ういものになってしまう。アベノミクスは、彼の当初の言い分は、これを推進すれば国も豊かになる。みんなの暮らしも豊かになる。そういうふうに言っていたが、現実はどうだろうか。景気はいつまでたっても、首相の話とは全く逆で良くならない。国民の所得はずっと減る一方だ。
　都市と農村の格差、雇用の立場の格差、所得の格差。この格差は広がる一方ではないですか。このまま安倍さんのやりたい放題にさせていたんでは国の未来も危ないし、国民の命と暮らしも危ういものになる。そういう思いで何としてもこの選挙戦、頑張らなくちゃいけない。そこで野党の４党の合意になって木戸口候補を推薦しているわけだ。
　例えば、いろいろ話題になっている安保関連法案。集団的自衛権ばかり言われているが、個別的自衛権も本当に拡大解釈は危険。戦前の歴史を振り返ってみてください。大日本帝国は個別的自衛権、邦人の命が危ない、財産が危うい、国家の権益がおかされる。そういう名目のもとに大陸に出兵してきた。
　今、集団的自衛権、これは直接日本が攻撃を受けていないのに、アメリカやその他の国と一緒に他のところに行って、紛争に自衛隊を派遣して、武力の行使ができる。そういうことを彼は言っているわけだ。皆さん、これは日本国憲法に違反することだ。憲法はわが国が攻撃を受けたときのみ、自衛権、集団的自衛権であれ個別的自衛権であれ、簡単な言葉で言えば正当防衛権だ。正当防衛は相手から攻撃を受けたときに反撃できる。何にも攻撃もされない、殴られもしないのに向こうに行って、関係の人を殴るなんてことできるはずがない。
　安倍さんのやり方は国民と国家を危険にさらすと同時に、本当に過去の歴史の反省、誤りを全く考えていない。安倍さんを憎らしいわけでも何でもない。しかし、本当に国民のためを思ってやっているかどうか、その政治に対する、難しい言葉で言えば哲学、政治の考え方が全く異なっている。だから私は安倍政権はいけないと言っている。
　ＴＰＰ（環太平洋戦略的経済連携協定）だってそうでしょう？　選挙前に自民党候補者は「反対だ」って言っていたじゃないですか。ところが選挙に勝っちゃうと、どんどんどんどんＴＰＰを進める。アメリカの大統領候補でさえＴＰＰは反対だって言っている。日本政府は各国の中で一番推進している。ＴＰＰは本当に農業に直接的な大きなダメージを与えるちゅうことは間違いない。
　しかし、それだけじゃない。例えば医療。日本は国民皆保険、誰でも保険医療を受けられる。世界に冠たる制度だ。アメリカの医療の仕組みを日本に導入しようというのがＴＰＰだ。自由診療という名の下に。保険はきかない。高度の医療、薬を受けられる人は高い医療費を払わなければ受けられない。保険の適用外のシステムを日本に導入しようとしている。これは自由診療が広がっちゃったら日本の国民皆保険医療制度は崩壊してしまう。収入のある人は全部そっちに行っちゃう。
　これをＴＰＰでもやろうとしている。アメリカのようなシステムにしようとしている。アメリカ流の社会にしようというのがＴＰＰだ。農業は直接的な大きな被害、損害を及ぼすが、ちょっと長い目で見ると、もっともっと大きな問題がＴＰＰに含んでいる。こういうことをぜひとも考えていただきたい。
　選挙終わったら何でもやりたい放題。自民党の議員は「私は反対だが、政府がやっている」と言う。そんなバカなことがあるか。日本は大統領制ではない。政府と自民党は一緒だ。こんなバカなことがまかり通っているうちは日本の政治は良くならないし、皆さんの暮らしも保証されない。本当に今日の安倍政権のやっている問題点を見つめなければならない。
　また、原発の問題がある。三陸の大震災、福島第１原発の事故が起きた。いまだに収束していない。安倍さんは、もう大丈夫だみたいなことを言っているが。マスコミもあまり報道しないが、放射線が漏れたとか、汚染水が漏れたとか言っているでしょ？　全然コントロールされていない。われわれの世代だけでなく、子々孫々に至るまで大きな被害を及ぼす問題だ。
　日本は至るところ、いつ地震があるか分からない国だ。政府は、安倍さんは何をしているのか。原発を再稼働させる。新しい原発も作っている。反対している人は多いが、政府の方針によって再稼働され、新しく作られてまでいる。こういう問題は皆さんが関心を持ってやっていただかないといけない。
　参院選だから、どうせ自民党政権は代わらないだろうと思っている人が多い。どうしても投票率が低くなる。自民党政権は続くだろうが、今回の参院選で野党が圧倒的な勝利をすれば、安倍さん自体は辞めなければいけない。時の総理、総裁が陣頭指揮をとって選挙に負けたら、過半数を失わなくても、現有勢力を大きく後退するようなことがあれば安倍さんは辞めなくてはいけません。私ども、まず第一歩としてそういうことを今度の選挙に皆さんにお願いをしている。
　国民主権とは、最終的な決定をする権限は国民にあるという意味だ。国民皆さんの考えで政権を作ることも代えることもできるのが国民主権、民主主義だ。主権を行使する機会は選挙のとき以外にない。安倍さんは生産性の低い産業はいらないと。地方もいらないんですよ。東京に集めて効率的にやった方がいいという考え方だ。自由競争、市場原理最優先だ。強い奴が生き残ればいいのだったら政治はいらない。
　政治の役割は、自由は大事だが、その中で弱い立場の人、大部分の国民の暮らしをどこに住んでいても、どんな職業に就いていても一定の暮らしを保証していくために政治はある。政治は国民の生活を守るためのものだ。本当にその役目を果たしてくれるなら安倍さんだって、自民党だって、なんだっていい。しかし、そうでないから私はこの内閣は代えなくてはいけない。政権を代えるのは選挙しかない。１８歳から選挙権だ。「若い人たちこそ自分たちの将来のことなんだから、自身が考えて投票しなければいけません」と言っている。
アベノミクス再び審判　参院選公示、立候補受け付け始まる 
日経新聞2016/6/22 8:26 (2016/6/22 9:09更新)
　第24回参院選が22日公示され、午前８時30分から立候補の受け付けが始まった。投開票日は７月10日。景気の先行きが不透明な中、安倍晋三首相の経済政策「アベノミクス」が再び審判を受ける。憲法改正に前向きな改憲勢力が３分の２に届くかも焦点。選挙権年齢が18歳以上になって初めての国政選挙で、若い世代の関心が高まるかにも注目が集まる。低迷が続く投票率もカギを握る。
　立候補の届け出は午後５時まで。選挙区は各都道府県の選挙管理委員会、比例代表は東京・霞が関の中央選挙管理会で受け付けた。
　参院議員の任期は６年。参院の定数は242で半数の121（選挙区73、比例代表48）が３年ごとに改選される。宮城、新潟、長野が新たに１人区になり、鳥取と島根、徳島と高知は２県で定数１になった。北海道、東京、兵庫、愛知、福岡は定数が１増えた。
　与党の非改選議席は76。今回の選挙で46をとれば過半数を維持できる。自民党だけで57議席を獲得すれば27年ぶりの単独過半数になる。首相は来年４月に予定していた消費税増税の延期を決めた際に「国民に信を問う」と述べ「与党で改選議席の過半数（61）」を勝敗ラインに設定した。
　自民、公明両党は雇用拡大や税収増などの成果を示し、アベノミクスの継続を訴える。首相は第２次安倍政権発足以来の課題であるデフレ脱却と、名目国内総生産（ＧＤＰ）600兆円の達成を掲げている。
　一方、民進、共産、社民、生活の野党４党は個人消費が力強さを欠く状況をアベノミクスの失敗と批判。所得再分配の強化や格差是正など経済政策の転換を求める。脱原発、環太平洋経済連携協定（ＴＰＰ）への反対でも足並みをそろえた。
　野党４党は安倍政権下での憲法改正にも反対だ。改憲の国会発議に必要な議席数は参院の３分の２の162。改憲に前向きなおおさか維新の会、日本のこころを大切にする党と与党を合わせた非改選は84議席のため、これらの勢力で78議席を獲得するかも攻防ラインとなる。
　勝敗を左右するのは32ある定数１の１人区。野党４党はすべての１人区で与党と一騎打ちの構図を作った。16選挙区で無所属の統一候補、15選挙区で民進党、１選挙区で共産党の公認候補をそれぞれ擁立した。
　今回は選挙権年齢を「20歳以上」から「18歳以上」に引き下げる改正公選法が19日に施行されて初めての国政選挙になる。18、19歳の約240万人が有権者に加わった。
　７月10日は一部地域を除いて午後８時に投票を締め切り、即日開票する。11日未明には大勢が判明する見通しだ。
産経新聞2016.6.22 23:02更新 
【参院選】安倍晋三首相「無責任な人たち」　岡田克也代表「必ず憲法改正やってくる」　自公ｖｓ民共の構図
　全国的にぐずついた空模様となった参院選初日。各党党首が全国各地で発した街頭演説からは、今回の戦いの本質がくっきりと見て取れた。
　安倍晋三首相（自民党総裁）「無責任な共産党、民進党に託すのか、日本人の命を守るために責任をもってきた自民党と公明党に託すのか。それを決める選挙だ」
　岡田克也・民進党代表「（与党などに参院議席の）３分の２を許せば、必ず憲法改正をやってくる。こういう道に踏み込ませてはならない」
　与野党党首のこの２つの発言が今回の参院選の構図を端的に言い表している。
　地震で大きな被害を受けた熊本城をバックにマイクを握った首相は第一声で、「野党は口を開けば批判ばかりしている。『アベノミクスは失敗した』。そればかりだ」と訴えた。
　“仮想敵”は民進党と共産党だ。特に共産党に対しては「『自衛隊は憲法違反だ、将来解散する』と言っている。こんな無責任な人たちに子供たちの未来を託すことはできない」と徹底的にこきおろした。
　軌を一にするように、公明党の山口那津男代表もさいたま市内での第一声で「共産党は自衛隊は憲法違反だというが、災害派遣（の活用）や、武力攻撃には自衛権を発動すると平気で述べている」と強調。「立憲主義の回復」を掲げる民共を逆手に取って「立憲主義に違反していると言わざるを得ない」と批判し、「安定の自公が大事。混乱の民共には任せておけない」と声をからした。
　一方、甲府市から戦いの火ぶたを切った岡田氏は「安倍政治の暴走を止め、政治の流れを変える」と力を込めた。与党が目標に掲げる改選議席過半数について「それを打ち砕くのが目標だ」と言い切った。
　共産党の志位和夫委員長もしっかり足並みをそろえた。東京・新宿での第一声で「あの自公に『野合』なんて言われたくない」と敵愾（てきがい）心を燃やし、「安倍暴走政治にノーの審判を下す」と呼びかけた。
　公示前の予想通り、「自公ＶＳ民共」の舌戦で幕を開けた参院選は、政策としてはアベノミクスの実績と継続を訴える自公と、経済政策の転換や憲法改正阻止を訴える民共との構図だ。
　ただ、安倍政権への対決姿勢を鮮明にした民共両党の間のほころびも見えた。岡田氏は党公認候補を野党統一候補として擁立した山梨選挙区での第一声で、統一候補であることには全く言及せず、「野党共闘」との表現も使わなかった。
　対照的に、志位氏は第一声の３割以上を野党共闘の意義などの説明に費やした。志位氏は、野党各党がそれぞれ候補者を立てて競合する東京選挙区での第一声だったが、それでも「野党共闘」を１３回使用。共闘に対する民共両党の認識の差は歴然だ。
　政権との対立軸を明確化することに成功した民共だが、実態はその軸がやや傾いたまま選挙戦に突入した面も否めない。（酒井充）
産経新聞2016.6.22 20:28更新 
【参院選】各党の目標は？　自公６１議席以上　民進は独自の議席数示さず
　安倍晋三首相（自民党総裁）は今回、「自民、公明両党で改選議席の過半数（６１議席）以上」を勝敗ラインに掲げた。ただ、高い内閣支持率を背景に、２７年ぶりとなる自民党の参院単独過半数（５７議席以上）が真の目標とみられている。
　首相は消費税率１０％引き上げの再延期を踏まえ「国民に信を問うため、非改選を除いた高い目標議席を掲げた」と説明。今回の自公の改選議席５９に２議席上積みすれば実現するが、民進、共産両党などの野党統一候補に押され、「東北を中心に１０選挙区程度で劣勢」（幹部）との見方もあり、激戦区には閣僚や党幹部を集中投入する構えだ。
　公明党は選挙区に７人を擁立。兵庫や埼玉、神奈川などで民進、共産両党候補と激しい議席争いを演じる。山口那津男代表は民共共闘批判を展開、混戦からの抜け出しを狙う。
　首相は、自公におおさか維新の会、日本のこころを大切にする党を加えた改憲勢力４党で、憲法改正発議に必要な３分の２（非改選と合わせ１６２議席）以上の確保も狙う。これには今回、４党で計７８議席以上を得る必要があり、与党が１人区を完勝するような圧勝劇が必要となる。
　野党第一党の民進党は、岡田克也代表ら幹部が参院選の勝敗ラインについて軒並み言及を避けている。ただ、自公両党など改憲勢力による３分の２以上の議席獲得と、与党の改選過半数（６１）獲得を阻止すると訴えており、共産、社民、生活各党を含む４野党の共闘の旗印にもなっている。
　自公以外で４４議席の獲得が必要となる「３分の２阻止」は、岡田氏が３月の結党直後から「最低限の目標」と繰り返し強調してきた。だが、今月１９日の党首討論番組で「（与党の）改選過半数阻止が目標だ」と一気にハードルを上げた。安倍晋三首相が改選過半数獲得を勝敗ラインとして示したためで、岡田氏は２２日の甲府市での第一声でも与党の改選過半数を「打ち砕く」と訴えた。
　ただ、「阻止」を掲げるだけで党単独の目標を示さない姿勢は「あまりに受け身」（閣僚経験者）に映る。目標を明示した場合、それを達成できなければ岡田氏の責任論に発展しかねず、秋の代表選を見据えた予防線とみる向きもある。
　共産党は比例で８５０万票以上、９議席獲得を目標に設定。いずれも比例で改選２議席の社民、生活両党は現有勢力の確保を狙う。
　おおさか維新の会は今回の参院選で６議席獲得を目標に掲げる。５人が非改選のため、６人が当選を果たせば参院で法案提出権を得ることになるからだ。
　松井一郎代表（大阪府知事）は２２日の第一声で「法案を出すために全国であと６人仲間を作ってほしい」と訴えた。選挙区で１０人、比例代表で１８人を擁立しており、大阪府・市で実践した「身を切る改革」を訴え、関西を中心に議席の積み上げを目指す。
　日本のこころを大切にする党は比例代表で３００万票を獲得し、２議席を確保するのが目標だ。ただ、昨年１２月に「次世代の党」から党名変更したばかりで、浸透が課題となっている。
　新党改革は、唯一の所属議員で改選となる荒井広幸代表の議席死守が最重要目標。比例代表で１１７万票を獲得し、政党要件の得票率２％を超えた平成２２年参院選並みの得票を目指す。
参院選公示 各経済団体がコメント
NHK6月22日 16時49分
第２４回参議院選挙が２２日公示され、１８日間の選挙戦に入りました。今回の選挙について、３つの経済団体は、それぞれ次のようなコメントを出しました。
経団連の榊原会長は「最大の論点は個人消費の低迷を踏まえて消費増税を再延期したうえで、金融、財政、構造改革という『三本の矢』を総動員していく政策判断について国民の信を問うことだ。経済界としては今回の参議院選挙を通じて、重要政策をより一層強力に推進できる政治の態勢が築かれることを強く期待する」とコメントしています。
経済同友会の小林代表幹事は「各党は社会保障の当面の財源確保や持続可能な制度への再設計について選択肢を示すべきだ。経済成長と財政健全化を同時に達成するために、雇用・労働法制の見直しを含めた構造改革といずるを制する改革について、真剣かつ前向きに検討する必要がある」とコメントしています。
日本商工会議所の三村会頭は「国民が政策の違いを明確に理解できるよう、中身の濃い論戦を期待したい。日本が人口減少と超高齢化の加速という構造的課題に直面するなかで目指すべき日本の未来のかたちを明示するとともに、具体的な政策を実現性・整合性のある形で国民に丁寧に説明していただきたい」とコメントしています。
「意見反映うれしい」＝高校生ら投票に意欲－東京・新宿【１６参院選】
　多くの人であふれる東京都新宿区の新宿駅前では、初めて投票する高校生らから「少子化対策に税金を使って」「憲法を変えないで」などの声が聞かれた。
　登校途中だった板橋区の都立高校３年神田菜乃子さん（１８）は「投票には絶対行く。自分の意見が政治に反映されるのは素直にうれしい」と期待を込めた。「消費税増税先送りで、将来の（社会保障費を賄う）負担が増えるかもしれないのは仕方ないが、少子化対策など重要なことに使ってほしい」と訴えた。
　国立市の専門学校１年藤本奏月さん（１８）は集団的自衛権の行使に反対で、憲法改正をめぐる動きにも不安を覚えるといい、「候補者の主張をしっかり調べて投票します」と話した。
　一方、２歳の娘を連れた川崎市の神谷さやさん（２６）は「選挙には行ったことがない」。子供を持つ友人との会話で待機児童問題なども話題に上るが、「私の１票で変わるとも思えない」と諦めた様子だった。（2016/06/22-11:59）
若者が政治を詠んでみた　歌人・永田さん、短歌を分析
朝日新聞デジタル大村治郎2016年6月22日17時24分

短歌を切り口に現代の若者について語る永田和宏さん＝京都市北区、波多野陽撮影
　今回の参院選では１８、１９歳も投票できる。今、若者たちは政治や社会をどのように見て、考えているのか。歌人で「朝日歌壇」選者でもある永田和宏・京都産業大教授（６９）に、短歌を切り口に語ってもらった。
　永田さんが選者の一人を務める宮崎県延岡市の「若山牧水青春短歌大賞」。今年、佳作入選作品に選ばれた短歌の中に、高校生の詠んだ歌があった。
　十八歳で参政権が来るという日本の政治担う重さよ（栗原裕也）
　安保法案合意なくして採決し我らに語る民主主義とは（藤田拓実）
　これらの歌を見た永田さんは「１８歳から選挙権を得られるようになり、政治は自分たちと関係ないんだと思っていた若い人たちが、そこからどう抜け出すかが問われている」と話す。
１８歳選挙権 高校で選挙期間中の注意点説明
NHK6月22日 18時58分
[image: image35.jpg]



今回の参議院選挙から、選挙権が得られる年齢が１８歳に引き下げられるのを受けて、都立高校では２２日、選挙期間中の注意点などについての指導が行われました。
この取り組みは、今回の参議院選挙から、高校３年生の一部の生徒を含む１８歳と１９歳が新たに有権者に加わるのを受けて、東京の都立高校などで行われました。
このうち、都立青山高校の３年生のクラスでは担任の教諭がまず、今回の選挙では選挙権の年齢の引き下げで新たに２４０万人もの若者が有権者に加わると説明し、「若い人たちの多様な考え方を政治に反映させてほしい」と話しました。
このあと、選挙期間中にやってはいけないこととして、１８歳以上の生徒が１８歳未満の生徒に選挙運動を依頼することや、年齢を問わず、電子メールを利用して選挙運動をすることなどを挙げ、注意するよう呼びかけました。
新たに選挙権を得た３年生の女子生徒は「電子メールを利用してはいけないことは知らなかったので気をつけたい。お年寄りの多い高齢化社会だが、若い人の意見も反映してくれる候補者に投票したい」と話していました。
参院選、梅雨空に熱い第一声　東京では若者も耳を傾け 
日経新聞2016/6/22 13:11
　参院選が22日公示され、18日間の舌戦がスタートした。暮らしや景気、社会保障、憲法のあり方など、私たちの社会が直面する課題はさまざま。「経済の好循環を実現」「若者が希望を持てる社会に」。候補者らは各地の街頭で、声をからして政策を訴えた。新たに18、19歳が加わった有権者も、１票を託す先を見極めようと真剣に耳を傾けた。
　東京選挙区は選挙権年齢の引き下げもあり、有権者数が前回参院選より35万人増の1122万人と過去最多を更新した。改選議席が１つ増えて６つとなった首都決戦には約30人の立候補が見込まれ、朝から小雨の舞う街のあちこちで候補者の声が響いた。
　午前11時過ぎから東京・新橋でマイクを握った与党現職（69）は「アベノミクスは道半ば。必ず経済の好循環を実現させることを約束する」と声を張り上げた。
　立ち止まって聞いていた会社員男性（39）は「アベノミクスの効果はまだ感じられないが、これから波及すると信じたい」と期待を込めた。来年就職活動を控える女子大学生（21）は「採用の状況は改善している。来年以降もこの流れを止めないでほしい」と話した。
　「18歳選挙権が始まって初めての国政選挙。若い力で新しい政治をつくりたい」。野党新人（31）は午前10時から、大勢の買い物客や会社員が行き交う新宿駅東口で賃金や非正規雇用の改善を訴えた。
　同駅周辺は複数の候補者の演説が重なり、一部の候補者が場所を移す場面も。横浜市の男子大学院生（23）は「先輩に勧められて初めて選挙演説を聞きに来た。政治のことは何も分からないが、自分なりに選びたい」と語った。
　野党現職（68）は西武池袋線練馬駅前で「雇用環境を改善し、若者が希望を持てる社会を目指す」と第一声。アベノミクスを「エンジンの空ぶかしだ」と批判し、憲法改正の是非についても「大きな争点になる」と声を上げた。
　新たに選挙権を得た多くの若者も耳を傾けた。練馬区の女子学生（19）は「ニュースを見ていて、集団的自衛権や消費増税などいろいろな問題があることが分かった。若者にとって明るい未来づくりに取り組む候補に票を投じたい」。北区の私立大生（18）は「大学で政治の授業もあり関心は持っているが、各党の取り組みを知る機会が少ない。もっと若者に向けた活動を」と注文した。
　都内の大学に通う女子学生（19）は候補者のチラシを手に「何を基準に判断すればいいか、まだよく分からない」と首をひねりながらも「若い世代のことを考えていると思える候補がいれば投票したい」と話した。
「若者の声届ける」＝基地問題が最重要－沖縄【１６参院選】
　米軍普天間基地の移設問題に揺れる沖縄。ホテル・観光業を学ぶ那覇市内の専門学校１年吉里彩香さん（１８）は「自分たち若い世代の意見を示したい」と初めての投票を待ち望む。高校の授業で「若者の声を届けないとお年寄り中心の社会になる」と聞いたのが印象に残っているという。
　女性会社員（２０）が殺害され、米軍属の男が逮捕された事件で、基地の在り方にも関心を高めた。「（被害女性と）同世代なので怖い。同じような事件が起こらないよう、基地問題にメリハリをつけてくれる人を選びたい」と話した。
　会社員翁長守さん（５０）＝浦添市＝は、重視する争点の第一に基地問題を挙げた。米軍人・軍属に特権的な地位を与える日米地位協定の見直しについて、「それぞれの候補がどう言及するかを聞いて投票先を決めたい」と語った。（時事通信2016/06/22-10:04）
参院選 　基地返還、雇用充実を…沖縄の有権者
毎日新聞2016年6月22日　12時11分（最終更新　6月22日　13時11分）
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候補者と共に気勢を上げる支持者たち＝那覇市で２０１６年６月２２日午前９時１６分、須賀川理撮影
　安倍政権の３年半に国民が審判を下す参院選が２２日、スタートした。有権者は１票に何を託すのか。 
　元米海兵隊員で米軍属の男が女性を殺害したなどとして逮捕され、反基地感情が高まる沖縄県。政権野党候補の第一声を那覇市の街頭で聞いた西原町の会社員、大城ゆかるさん（５４）は「事件以降、高校生の娘を１人で学校から帰らせるのが心配で迎えに行っている。自宅の上空はオスプレイの飛行ルートになっていて、夜中もうるさい」と訴える。「なぜ沖縄にばかり基地が集中しているのか。基地の返還を求め、ずっと事件事故に悩まされている沖縄を変えたい」 
　同市中心部であった自民党現職の出陣式に参加した同市の電気設備業、島袋俊明さん（２８）は、米軍普天間飛行場（宜野湾市）の名護市辺野古への県内移設計画について「事件が起きて県外移設を望む気持ちに傾いた」と語る。一方で「これまで基地の縮小が進まなかった現実を見ると、やはり理想論に過ぎないと思う。選挙では基地問題だけでなく、雇用や福祉を充実させる候補を選びたい」と述べ、県内移設を推進する自民現職を支持した。【蓬田正志、比嘉洋】 
基地に揺れる沖縄「県民の声届けて」　参院選公示 
日経新聞2016/6/22 13:16
　米軍普天間基地の移設問題などで揺れ続ける沖縄選挙区。那覇市中心部の交差点で出陣式を開いた自民現職（51）は全国最悪とも言われる沖縄の子供の貧困率に触れ「もっともっと沖縄の経済をアクセルを踏んで強めていくことが大事だ」と声を張り上げた。沖縄の大きな選挙は「基地か経済かの二者択一に引っ張られる傾向がある」とも語り、基地問題には踏み込まなかった。
　対する無所属新人（64）は同市内の商業施設前で第一声。「辺野古新基地の断念、普天間基地の全面返還とオスプレイ配備の撤回という３つの県民の思いの実現を掲げる」と主張。翁長雄志知事（65）が応援演説し、基地問題について「今までの選挙で県民が一丸となって民意を示してきた。参院選はその総括だ」と訴えた。
　有権者の声は様々。八重瀬町の女性会社員（55）は「基地問題は沖縄だけで解決する問題ではない。国に県民の声を届けられる候補に投票したい」と期待する。沖縄市の自営業男性（64）は「公約を守る姿勢が大事。任期の間、主張が一貫していないと選んだ意味がない」と注文をつけた。
「悲劇繰り返さない」＝慰霊の日、遺族ら前夜祭－沖縄


沖縄「慰霊の日」の前夜祭で、献火する戦没者の遺族代表＝２２日夜、沖縄県糸満市の沖縄平和祈念堂
　太平洋戦争末期の沖縄戦で、組織的な戦闘終結から７１年となる「慰霊の日」を前に、最後の激戦地となった沖縄県糸満市摩文仁にある沖縄平和祈念堂で２２日夜、前夜祭が営まれた。遺族ら約３５０人が参列し、恒久平和を祈った。
〔終戦特集〕沖縄戦～県民の戦没者およそ１５万人～
　主催した公益財団法人沖縄協会の野村一成会長（７６）は「心の痛みは決して癒えることはない。二度と戦争の悲劇を繰り返さないよう、戦争を知らない世代に正しく伝えなければならない」と訴えた。
　参列者らは午後７時すぎ、「平和の鐘」の音に合わせて黙とう。祈念堂の前では遺族代表が鎮魂のかがり火に点火した。犠牲者の名が刻まれた「平和の礎（いしじ）」の前では、約６０００本のキャンドルで「平和」の文字が浮かび上がった。（2016/06/22-20:27）
（沖縄戦再録：９）戦局は不幸なる結果に…内大臣の予見
朝日新聞デジタル論説委員・谷津憲郎2016年6月22日15時00分

海上に米艦隊が並び、侵攻する様子。陸側からとらえたカラー写真が残る（沖縄県公文書館提供）

日本兵がいる洞窟の入り口を封じるため、米海兵隊員が仕掛けたダイナマイトが小高い丘で爆発。敵の逃亡に備え、戦車が待機している（１９４５年５月撮影、沖縄県公文書館提供）




　沖縄戦を振り返る朝日新聞・谷津憲郎論説委員の連続ツイートまとめ、６月８～１５日分です。７１年前、現地や本土で何があったのか、様々な資料からたどります。慰霊の日（６月２３日）まで全１０回です。
　　　　　◇
■１９４５年６月８日＠東京
　戦争完遂という大綱の決定を憂えた木戸幸一内大臣が「時局収拾（しゅうしゅう）試案」をまとめた。その冒頭。「沖縄に於（お）ける戦局の推移は遺憾ながら不幸なる結果に終（おわ）るの不得止（やむをえざる）を思はしむ（略）結末は極めて近き将来に顕（あら）はるることは略（ほぼ）確実」。結末が確実となるまでに、多くの命が失われた。
■６月９日＠粟国島
　まだ暗いうち。あちこちから響く砲撃音を耳にし、山内堅志さんはガジュマルの木に登った。島が２０～３０隻の米軍艦に囲まれていた。日本軍はおらず、あっという間に捕虜に。「水アゲマス、食ベ物アゲマス」と米軍。とはいえ、逃げ出した者は射殺され、強姦（ごうかん）事件も起きた。
■６月１０日＠兵庫
　のちに作家となる山田風太郎は帰郷先で日記に記す。「沖縄戦ついに最悪の事態迫る」。前日の帝国議会で鈴木貫太郎首相は「本土の他の地点にも敵の侵寇（しんこう）を予期せざるを得ない」と演説した。日記は続く。「叔父『なんじ東京で死ね、われらもここで死なん』と微笑していう」
